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広報 

今月号の主な内容

第89号 

2008
（平成20年） 

－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ －コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

●発行／豊岡市　●編集／政策調整部秘書広報課　〒６６８‐８６６６ 兵庫県豊岡市中央町2番4号 

（総合支所） 城崎 �（３２）０００１　竹野 �（４７）１１１１　日高 �（４２）１１１１　出石 �（５２）３１１１　但東 �（５４）１０００ 
� ０７９６（２３）１１１１　ＦＡＸ ０７９６（２４）２５７５　市長室ＦＡＸ （２４）１００４　ＵＲＬ http://www.city.toyooka.lg.jp

●発行／豊岡市　●編集／政策調整部秘書広報課　〒６６８‐８６６６ 兵庫県豊岡市中央町2番4号 

（総合支所） 城崎 �（３２）０００１　竹野 �（４７）１１１１　日高 �（４２）１１１１　出石 �（５２）３１１１　但東 �（５４）１０００ 
� ０７９６（２３）１１１１　ＦＡＸ ０７９６（２４）２５７５　市長室ＦＡＸ （２４）１００４　ＵＲＬ http://www.city.toyooka.lg.jp

市の鳥「コウノトリ」　市の両生類「オオサンショウウオ」　市の石「玄武岩」 市の鳥「コウノトリ」　市の両生類「オオサンショウウオ」　市の石「玄武岩」 

12 25月 日発行 

　１１月２２日、「２００８但東冬の光フェスタ」
が但東総合支所前広場で開催されまし
た。会場では、高さ約８メートルのペッ
トボトルツリー（１月３１日まで）などが
点灯。但東地域では約３０年ぶりの花火
が夜空を彩り、来場者はツリーとの共
演を楽しみました。 
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▲「生きもの共生の日」制定。市内の小学校で特
別授業が行われた〔減農薬栽培の田植えに挑
戦（資母小学校）〕

平
成
２０
年 

豊
岡
市

豊
岡
市
「
１
年
の
歩
み
歩
み
」 
豊
岡
市

豊
岡
市
「
１
年
の
歩
み
歩
み
」 
豊
岡
市
「
１
年
の
歩
み
」

●
１
月

４
日
・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

７
日
・
市
職
員
「
ｅ
通
勤
」
に
チ
ャ
レ
ン

ジ（
〜
２
月　

日
）

１５

　

日
・
豊
岡
市
成
人
式

１３
　

日
・
中
国
教
育
関
係
者
視
察
団
来
市

２２

（
〜　

日
）

２３

　

日
・
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
の
過
払
い
金

２３

差
押
を
執
行

　

日
・
韓
国 
慶
州 
市

キ
ョ
ン
ジ
ュ

 
東
川 
初
等
学
校
の

ト
ン
チ
ョ
ン

２８

国
際
交
流
体
験
学
習
使
節
団
来
市

（
〜　

日
）

３０

　

日
・
豊
岡
市
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備
運

３０

営
事
業
審
査
委
員
会
答
申

●
２
月

　

日
・
第
５
回
東
井
義
雄
賞
「
い
の
ち
の

１６

こ
と
ば
」
入
賞
作
品
発
表
会
・
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

日
・
山
本
か
な
え
経
済
産
業
大
臣
政
務

１７

官
が
、
環
境
共
生
・
農
商
工
連
携

促
進
の
た
め
視
察
来
市

　

日
・
韓
国
小
・
中
・
高
校
教
師
視
察
研

２０

修
団
来
市

　

日
・
た
け
の
ス
タ
イ
ル
推
進
協
議
会
設

２２

立
総
会

●
３
月

１
日
・
高
機
能
消
防
指
令
台
運
用
開
始

　
　

・
第　

回
マ
イ
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
・
コ

１４
ン
ク
ー
ル
で
新
田
小
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ニ
ッ
タ
ン
大
空
へ
」

が
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

２
日
・
平
成　

年
災
害
復
旧
・
復
興
事
業

１６

竣
工
、
県
災
害
復
旧
事
業
終
了

７
日
・
平
尾
家
住
宅
が
国
指
定
登
録
有
形

文
化
財
に
登
録

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工
巣
塔
設
置（
香
住
、

１１
　
　
　

出
石
町
伊
豆
、　

日：

但
東
町
唐
川
）

１２

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会
（
〜
６
月

１９

　

日
、
市
内　

会
場
）

１９

２９

　

日
・
珍
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通

２３
　

日
・
道
路
特
定
財
源
等
に
関
す
る
緊
急

２４

声
明
発
表
（　

日
、
５
月　

日
）

３１

１２

　

日
・
豊
岡
市
生
き
も
の
共
生
の
日
「
５

２６

月　

日
」
制
定

２０

　

日
・
と
よ
お
か
健
康
プ
ラ
ン　

策
定

２８

２１

　

日
・
豊
岡
市
歌
制
定

２９
　
　

・
弘
道
地
区
公
民
館
竣
工

　

日
・
豊
岡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

３１

ン
策
定

●
４
月

１
日
・
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
設
置

　
　

・
有
料
広
告
事
業
開
始

　
　

・
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康

診
査
等
実
施
計
画
策
定

　
　

・
竹
野
地
域
防
災
行
政
無
線
開
局

　

日
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
応
援
自
動
販
売

１０

機
の
第
１
号
機
設
置

　

日
・
２
０
０
８
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ

１８

プ
ま
つ
り
（
〜　

日
）

２７

　

日
・
都
市
計
画
税
の
あ
り
方
の
見
直
し

２２

市
民
説
明
会
（
〜
５
月　

日
、
市

１５

内
６
会
場
）

　

日
・
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の
候

２３

補
地
が
竹
野
町
森
本
区
・
坊
岡
区

に
決
定

●
５
月

▲市営バス ｢イナカー」運行開始

▲市の鳥コウノトリ・市の両生類オオサンショ
ウウオのキャラクター名称が「コーちゃん」
「オーちゃん」に決定

▲出石永楽館が復原。 柿落大 
こけらおとしおお

 歌  舞  伎 が盛大に開
か ぶ き

催され、連日大盛況
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１
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
利
用
促
進

大
作
戦「
タ
ー
ゲ
ッ
ト　

」を
展
開

７０

　
　

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
「
コ
ウ
ノ
ト

リ
豊
岡　

寄
付
金
」
制
度
導
入

３
日
・ 
祢
布  
ケ  
森 
遺
跡
か
ら
県
内
最
多
の

に
ょ
う 

が 

も
り

木
簡
出
土

　

日
・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
を
増
や

１０

す
議
員
の
会
視
察
来
市（
〜　

日
）

１１

　

日
・
第　

回
水
道
ま
つ
り

１１

８７

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
農
業
推
進
協
議

１２

会
が
設
立

　

日
・
子
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
エ

２０

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２２
　

日
・
Ｇ
８（
主
要
８
カ
国
）環
境
大
臣
会

２３

合
参
加
者
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

　

日
・
Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
関
連
事
業
に

２４

市
内
小
中
学
生
、高
校
生
、団
体
、

市
が
参
加（
〜　

日
、神
戸
市
）

２６

　

日
・
採
血
用 
穿  
刺 
器
具
の
不
適
切
使
用

せ
ん 

し

３０

を
公
表

　

日
・
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
事
業

３１

概
要
等
市
民
説
明
会
（
〜
６
月
８

日
、
竹
野
地
域
３
地
区
）

　
　

・
豊
岡
市
震
災
総
合
防
災
訓
練

●
６
月

４
日
・
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立
ち

（
百
合
地
）〔
〜
７
月　

日
（
出
石

２０

町
伊
豆
）
、
５
組
の
ペ
ア
か
ら
計

８
羽
が
巣
立
つ
〕

７
日
・
２
０
０
７
・
第　

回
植
村
直
己
冒

１２

険
賞
授
賞
式
・
記
念
講
演
会

　

日
・
韓 
国
昌
原
市 
視
察
来
市（
〜　

日
）

チ
ャ
ン
ウ
ォ
ン

１１

１２

　

日
・
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
市
ウ
ィ
ッ

２５

ト
マ
ン
中
学
校
国
際
交
流
訪
問
団

来
市
（
〜　

日
）

３０

　

日
・
豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

２６
　

日
・
寺
坂
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工

２８●
７
月

１
日
・
但
東
地
域
防
災
行
政
無
線
開
局

３
日
・
兵
庫
県
個
人
住
民
税
整
理
回
収

チ
ー
ム
を
受
入
れ
（
〜
９
月
末
）

５
日
・
中
国
広
東
省
広
州
市
広
外
附
設
外

語
学
校
小
学
生
修
学
旅
行
来
市

（
〜
６
日
）

７
日
・
市
の
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
市
の
両
生

類
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
名
称
が
「
コ
ー
ち
ゃ
ん
」

「
オ
ー
ち
ゃ
ん
」
に
決
定

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
入
館
者
数
２

１７

０
０
万
人
達
成

　

日
・
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
顔
見
知
り
運

２２

動
実
施
（
夏
休
み
期
間
）

　

日
・
出
石
永
楽
館
竣
工

２３
　

日
・
木
屋
町
小
路
竣
工

２６
　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル　

（
〜　

日
）

’０８

２７

　

日
・
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
竣
工

２８
　
　

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
２

０
０
万
件
到
達

　
　

・「 
大  
将
野  
庄
銘  
逆  
修
碑 
」
と
「 
倉 

だ
い 
し
ょ
う
の 
し
ょ
う
め
い 
ぎ
ゃ
く 
し
ゅ
う
ひ 

く
ら

 
見  
陣  
屋  
跡 
」
を
市
文
化
財
に
指
定

み 

じ
ん 

や 

あ
と

　

日
・
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立
ち

３１

記
念
イ
ベ
ン
ト

●
８
月

１
日
・
永
楽
館
�
落
大
歌
舞
伎（
〜
５
日
）

５
日
・
国
際
交
流
協
会
友
好
訪
問
使
節
団

が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
（
〜　

日
）

１２

　

日
・
神
戸
親
和
女
子
大
学
と
の
連
携
プ

２２

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
基
礎
体
力
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
大
作
戦
」
報
告
会

　

日
・
中
学
校
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

２６
　

日
・
第　

回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン

３１

２９
全
国
大
会

●
９
月

１
日
・
事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
公
表

　

日
・
第　

回
全
日
本
総
合
男
子
ソ
フ
ト

１３

５４
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
〜　

日
）

１５

　

日
・ 
慶  
應 
義
塾
大
学
大
沼
ゼ
ミ
が
環
境

け
い 
お
う

１７

経
済
戦
略
学
習
で
来
市（
〜　

日
）

１８

　

日
・
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
市
ウ
ィ
ッ
ト

１８

マ
ン
中
学
校
国
際
交
流
学
習
訪
問

団（
市
内
中
学
生
）が
ア
メ
リ
カ
を

訪
問（
〜　

日
）

２４

　

日
・
ト
キ
放
鳥
記
念
式
典
に
市
長
・
市

２４

内
小
学
生
参
加
（
〜　

日
、
新
潟

２５

県
佐
渡
市
）

　

日
・
都
市
計
画
税
廃
止
、
固
定
資
産
税

２９

な
ど
の
平
成　

年
４
月
か
ら
の
超

２１

過
課
税
導
入
決
定

●　

月
１０

１
日
・
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー
「 
風 
」

ふ
ぅ

開
設

　
　

・
市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」運
行
開
始

６
日
・
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
視
察
来

市

　

日
・（
社
）日
本
経
済
団
体
連
合
会
自
然

１７

保
護
協
議
会
会
員
企
業
視
察
来
市

　

日
・
全
国
芝
居
小
屋
会
議

１８

　

日
・
台
風　

号
被
災
者
追
悼
の
集
い
・

２０

２３

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

日
・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議
で

２８

豊
岡
市
を
Ｐ
Ｒ
（
〜　

月
４
日
、

１１

韓
国
）

　
　

・
国
府
地
区
公
民
館
が
全
国
優
良
公

民
館
表
彰
受
賞

　

日
・
第　

回
豊
岡
市
美
術
展
・
全
但
児

３１

５９
童
生
徒
作
品
展
（
〜　

月
４
日
）

１１

●　

月
１１

１
日
・
第　

回
全
日
本
身
体
障
害
者
野
球

１０
選
手
権
大
会
（
〜
３
日
）

　

日
・
新
庁
舎
建
設
市
民
検
討
委
員
会
報

１８

告
書
提
出

　

日
・
林
道
床
尾
線
開
通
（
但
東
）

１９
　

日
・
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
の
入
湯

２０

者
３
万
人
達
成

　

日
・
仲
田
光
成
記
念
第
８
回
豊
岡
竹
野

２１

全
国
か
な
書
展
（
〜　

日
）

２４

　
　

・
野
口　

健
と
環
境
問
題
を
考
え
る

講
演
会
ほ
か
（
〜　

日
）

２２

●　

月
１２

１
日
・
豊
岡
市
幼
保
対
策
審
議
会
答
申

　
　

・
国
民
健
康
保
険
証
を
カ
ー
ド
様
式

に
変
更

２
日
・
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
整
備

に
係
る
基
本
協
定
締
結

３
日
・
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想（
案
）市
民

説
明
会（
〜　

日
、市
内
６
会
場
）

２１

８
日
・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定

９
日
・
中
国
江
西
省
の
農
業
産
業
化
研
修

団
来
市
（
〜　

日
）

１１
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月
１
日
、
平
成　

年
第
５
回

１２

２０

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、「
第　

回
ラ
ム
サ
ー

１０

ル
条
約
締
約
国
会
議（ 
Ｃ  
Ｏ  
Ｐ  　
 
）」

コ 

ッ 

プ 

テ
ン

関
連
行
事
へ
の
参
加
と
「
た
ん
た

ん
温
泉
福
寿
の
湯
」
入
湯
者
３
万

人
達
成
の
報
告
を
し
た
後
、
当
面

す
る
市
政
の
諸
課
題
な
ら
び
に
提

出
議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
、

説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　

八
代
・
小
河
江
区
の
掘
削
土
砂

の
受
入
地
工
事
は
、　

月
９
日
か

１０

ら
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、　

月
１１

　

日
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

１０新
た
な
受
入
地
と
し
て
岩
井
区
が

選
定
さ
れ
、
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。　

　

築
堤
工
事
は
、
一
日
市
か
ら
小

田
井
区
の
間
で
工
事
が
進
み
、
中

郷
区
で
は
、
平
成　

年
度
の
事
業

２１

着
手
に
め
ど
が
付
き
ま
し
た
。

　

内
水
対
策
は
、
八
代
排
水
機
場

が
着
工
さ
れ
、
六
方
川
、
鎌
谷
川

の
防
水
堤
工
事
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
 
稲  
葉 
川
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

い
な 
ん
ば

都
市
計
画
決
定
の
変
更
が
生
じ
た

た
め
、
仮
換
地
指
定
が
平
成　

年
２１

の
中
ご
ろ
に
な
る
見
通
し
で
す
。

○
豊
岡
市
老
人
福
祉
計
画
・
第
４

　
　

期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

　

現
在
、豊
岡
市
老
人
福
祉
計
画
・

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
で
検
討
中
で
す
。

　

今
後
、
国
・
県
と
調
整
し
て
中

間
報
告
案
を
取
り
ま
と
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

本
年
度
末
の
計
画
策
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

　
　
　
　
　
　

野
生
復
帰
の
推
進

　

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
湿
地
内
人
工
巣

塔
の
ヒ
ナ
の
巣
立
ち
を
待
っ
て
本

格
的
な
工
事
を
始
め
ま
し
た
。
予

想
以
上
の
軟
弱
地
盤
の
た
め
、
工

事
が
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
２

月
か
ら
の
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
に
間
に

合
う
よ
う
、
湿
地
内
に
エ
サ
場
と

な
る
湛
水
域
を
確
保
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、　
１０

月
に
募
集
を
行
い
、
今
期
議
会
に

指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

○
広
域
ご
み
･
汚
泥
処
理
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業

　

森
本
区
・
坊
岡
区
で
は
、「
ご

み
処
理
施
設
検
討
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
、
施
設
整
備
を
契
機
に
区

内
の
ま
ち
づ
く
り
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

北
但
行
政
事
務
組
合
で
は
、
地

域
振
興
関
連
の
基
本
協
定
を
両
区

と
締
結
後
、
本
格
的
な
事
業
実
施

を
図
る
こ
と
と
し
、
生
活
環
境
影

響
調
査
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
着

手
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

○
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

　

山
陰
海
岸
を
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
候
補
地
と
し

て
申
請
し
ま
し
た
が
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
の
審
査
で
選
定
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

委
員
会
か
ら
は
、「
高
価
値
の

日
本
海
形
成
の
地
形
・
地
質
遺
産

を
有
し
、
多
様
な
火
山
岩
・
柱
状

節
理
、
堆
積
海
岸
と
侵
食
海
岸
の

対
称
は
、ア
ピ
ー
ル
で
き
る
」な
ど

の
評
価
を
受
け
ま
し
た
が
、「
価

値
あ
る
遺
産
を
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
活
か
す
準
備
が
で
き
て
お
ら
ず
、

拠
点
施
設
の
展
示
充
実
や
ジ
オ
ツ

ア
ー
の
実
績
が
必
要
」
な
ど
、
改

善
点
の
指
摘
も
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
で
、
指
摘
事
項
の

改
善
に
努
め
、
学
術
顧
問
会
議
の

充
実
を
図
り
、
再
度
の
申
請
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
兵
庫
県
大
型
観
光
交
流

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
組
み

　

兵
庫
県
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
で　

月
に
ガ

１０

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
全
国
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、　

月
６
日
か
ら
毎
週
土
・

１２

日
・
月
曜
日
に
、
Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉

駅
を
出
発
し
、
玄
武
洞
、
県
立
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
、
出
石
を

回
っ
て
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
に
着
く
周
遊

バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。　

　

市
で
も
、
各
地
の
旅
行
代
理
店

を
訪
問
し
た
り
、
Ｊ
Ｒ
や
観
光
協

会
・
旅
館
組
合
な
ど
と
連
携
し
、

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ

ア
ー
」
の
実
施
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
終
了
す
る
平
成　

年
７
月
以
降

２１

も
視
野
に
入
れ
、
多
く
の
誘
客
と

観
光
地
と
し
て
の
知
名
度
ア
ッ
プ

が
図
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

○
豊
岡
市
商
店
街
の

　
　

空
き
店
舗
出
店
者
へ
の
支
援

　

豊
岡
駅
通
商
店
街
は
、
近
年
店

舗
閉
鎖
が
進
み
、
活
力
の
低
下
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
空
き

店
舗
に
出
店
す
る
方
に
最
大
２
年

間
家
賃
を
補
助
す
る
「
豊
岡
市
空

き
店
舗
出
店
者
支
援
事
業
」
を
創

設
し
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
中
小
企
業
支
援
対
策

　

中
小
企
業
者
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
売
上
げ
減
少
に
よ
り
、
市
の

制
度
融
資
を
活
用
し
た
場
合
、
借

入
れ
利
息
の
１
パ
ー
セ
ン
ト
を
利

子
補
給
す
る
制
度
を　

月
１
日
か

１０

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。　

月
１１

末
現
在
に
お
け
る
今
年
度
の
中
小

企
業
融
資
申
請
実
績
は
、
短
期
、

長
期
合
わ
せ
て
合
計　

件
、
融
資

８１

総
額
４
億
７
、９
４
６
万
円
で
、既

に
平
成　

年
度
実
績
を
上
回
っ
て

１９

お
り
、
特
に
、
利
子
補
給
制
度
の

創
設
後
は
利
用
者
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
利
子
補
給
制
度
の
要

件
を
緩
和
し
、
中
小
企
業
者
の
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

○
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

　

本
市
は
、
４
つ
の
都
市
計
画
区

域
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

で
は
、
都
市
計
画
区
域
を
１
つ
に

す
る
方
針
で
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
域
全
体
が
都
市
計

市 
政 

の 

動 

き 
市
長
総
括
説
明
から 

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

１０
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画
区
域
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
、
平
成　

年
１
月

１９

か
ら
、
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

説
明
会
を
行
い
理
解
を
得
ま
し
た
。

　

新
し
い
都
市
計
画
区
域
の
指
定

は
、
平
成　

年
度
の
予
定
で
す
。

２１

○
高
規
格
道
路
の
整
備
状
況

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
八
鹿

豊
岡
南
道
路
は
、
本
年
度
に
地
元

協
議
を
終
え
、
平
成　

年
度
に
は

２１

用
地
測
量
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
最
終
区
間
と
な
る
豊
岡

南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
以
北
の
豊

岡
道
路
は
、
９
月
に
環
境
に
配
慮

し
た
概
略
ル
ー
ト
推
奨
案
が
ま
と

め
ら
れ
、
現
在
、
概
略
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車

道
で
は
、 
東
浜  
居  
組 
道
路
が　

月

ひ
が
し
は
ま 

い 

ぐ
み

１１

　

日
に
開
通
し
、
余
部
道
路
は
建

２４設
が
進
み
、
浜
坂
道
路
も
本
年
度

事
業
化
の
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業

　

平
成　

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、

２３

現
在
、
広
場
詳
細
設
計
・
物
件
補

償
調
査
・
用
地
測
量
を
関
係
機
関

と
調
整
し
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

駅
前
広
場
公
衆
ト
イ
レ
建
築
工
事

は
、
本
年
度
末
に
完
成
予
定
で
す
。

　

な
お
、
今
期
議
会
に
は
土
地
の

追
加
取
得
に
関
す
る
補
正
予
算
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

○
市
営
バ
ス
「
イ
ナ
カ
ー
」
の
運

行
状
況

　

全
但
バ
ス
の
路
線
休
止
対
応
と

し
て
、　

月
１
日
か
ら
市
営
バ
ス

１０

「
イ
ナ
カ
ー
」
の
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。　

月
の
利
用
者
は
９
、

１０

４
９
０
人
で
し
た
が
、
一
般
利
用

者
が
約
３
割
で
、
１
便
当
た
り
の

利
用
者
数
が
１
人
未
満
の
路
線
も

あ
り
ま
し
た
。
実
証
運
行
期
間
後

も
運
行
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

一
般
利
用
者
の
増
加
が
不
可
欠
で

す
の
で
、
今
後
も
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
状
況

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
豊
岡
市

に
お
け
る
今
後
の
幼
稚
園
と
保
育

所
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
豊
岡

市
幼
保
対
策
審
議
会
か
ら　

月
１

１２

日
に
答
申
を
受
け
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
、「
幼
稚
園
・
保
育
所
の

あ
り
方
に
関
す
る
計
画
」
を
平
成

　

年
８
月
ご
ろ
に
策
定
し
た
い
と

２１考
え
て
い
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設

　

新
庁
舎
建
設
市
民
検
討
委
員
会

か
ら
、「
建
設
位
置
は
現
在
地
」
と

す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
「
新
庁

舎
建
設
に
関
す
る
検
討
結
果
報
告

書
」
の
提
出
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
、　

月
中
に
建
設
位
置
を

１２

含
め
た
基
本
構
想
を
策
定
し
、
本

年
度
末
に
は
基
本
計
画
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
庁
舎
を
ど
う
す
る
の

か
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
し

た
議
論
を
踏
ま
え
て
結
論
を
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無
料
化

　

現
在
は
有
料
で
交
付
し
て
い
ま

す
が
、
平
成　

年
度
か
ら
３
年
間
、

２０

特
別
交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
の
で
、

来
年
１
月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま

２３

で
交
付
手
数
料
を
無
料
に
す
る
こ

と
と
し
、
関
係
条
例
を
今
期
議
会

に
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
竹
野
北
前
館
の
改
修

　

老
朽
化
と
塩
害
が
進
む
竹
野
北

前
館
の
空
調
設
備
と
給
湯
設
備
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
厨
房
、
温
泉
施
設
、

売
店
な
ど
を
改
修
し
ま
す
。
改
修

で
は
、
熱
源
を
電
気
や
太
陽
熱
に

変
え
、
低
炭
素
化
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
、
体
験
型

環
境
旅
行
「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」

の
推
進
拠
点
化
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
改
修
の
財
源
は
過
疎
債

と
し
、来
年
夏
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、

今
期
議
会
に
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更
な
ら
び
に
実
施
設
計

委
託
料
、
工
事
請
負
費
な
ど
を
内

容
と
す
る
債
務
負
担
行
為
に
関
す

る
補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
道
の
駅
「
神
鍋
高
原
」
周
辺
施

　

設
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
設
置

　

道
の
駅
「
神
鍋
高
原
」
周
辺
施

設
は
、
神
鍋
高
原
の
観
光
振
興
、

活
性
化
を
図
る
拠
点
施
設
で
す
。

　

市
で
は
、
外
部
有
識
者
か
ら
な

る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
来
年

１
月
末
を
め
ど
に
、
道
の
駅
「
神

鍋
高
原
」
周
辺
施
設
の
財
産
の
所

有
形
態
と
経
営
形
態
な
ど
、
基
本

的
な
方
向
付
け
と
、
施
設
ご
と
の

具
体
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

○
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化

　

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
コ
ス

モ
ス
荘
」
は
「
社
会
福
祉
法
人
北

但
社
会
福
祉
事
業
会
」
へ
、「
こ
と

ぶ
き
苑
」
は
「
社
会
福
祉
法
人
兵

庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
」
へ
の
移

譲
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
期
議
会
に
は
、
市
立
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
設
置
・
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
議
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
正
規
職
員
は
配
置
転
換

を
行
う
こ
と
と
し
、
臨
時
・
嘱
託

職
員
で
移
譲
先
法
人
で
の
雇
用
を

希
望
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
希

望
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
移
譲
先

と
協
議
し
て
い
ま
す
。

○
時
間
外
勤
務
の
縮
減
対
策

　
　

月
か
ら
、
新
た
な
時
間
外
勤

１０
務
縮
減
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

月
分
の
実
績
は
、
昨
年
同
月
と

１０の
比
較
で
、
正
規
職
員
分
の
全
庁

合
計
時
間
数
が
マ
イ
ナ
ス
約
４
、

３
０
０
時
間
、
率
で
マ
イ
ナ
ス
約

　

パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
、
手
当
支

３８給
額
で
は
マ
イ
ナ
ス
約
１
、０
１
４

万
円
、
率
で
マ
イ
ナ
ス
約　

パ
ー

３８

セ
ン
ト
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

○　

カ
月
予
算

１５

　

工
事
等
発
注
時
期
の
年
度
内
平

準
化
や
早
期
完
成
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
を
図
る
た

め
、
年
度
の
切
れ
目
な
く
執
行
で

き
る　

カ
月
予
算
編
成
を
考
え
て

１５

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成　

年
度
実

２１

施
予
定
の
市
単
独
事
業
の
一
部
に

今
期
議
会
で
債
務
負
担
行
為
を
設

定
し
、
本
年
度
は
契
約
ま
で
の
事

務
を
行
い
、
支
払
い
は
平
成　

年
２１

度
に
行
い
ま
す
。
本
年
度
の
支
払

い
が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ゼ

ロ
市
債
と
呼
ば
れ
、
新
年
度
に
直

ち
に
着
工
で
き
、
早
期
の
完
成
が

図
れ
ま
す
。

　

今
回
ゼ
ロ
市
債
を
設
定
す
る
の

は
一
般
・
特
別
会
計
合
わ
せ
て
、

　

件
、
１
億
３
７
０
万
円
で
す
。

１３

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

■
市
政
の
運
営
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【
問
１
、２
の
結
果
の
ま
と
め
】

　

広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
の

住
所
地
域
は
、
豊
岡
地
域
が
約
半

数
を
占
め
、
回
答
者
は
、
男
性
と

女
性
の
比
率
が
約
３
対
２
で
、
高

年
齢
者
の
回
答
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
実
施
期
間　

９
月
３
日
〜　

日
１６

▽
対
象　

無
作
為
抽
出
し
た
市
内

の
世
帯
主
１
、６
０
０
人

※
世
帯（
家
族
）の
誰
が
回
答
し
て

も
良
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▽
回
答
者
数　

７
５
３
人

▽
回
答
率　
　

・
１
％

４７

・
男
性　

３
９
７
人
（　

・
７
％
）

５２

・
女
性　

２
５
５
人
（　

・
９
％
）

３３

・
無
回
答　

１
０
１
人
（　

・
４

１３

％
）

▽
年
代

【
問
３
の
結
果
の
ま
と
め
】

　

市
民
が
市
の
事
業
・
行
事
を
知

る
の
は
、
市
広
報
紙
（
回
答
者
の

　

・
１
％
）、
地
区
回
覧
（
回
答
者

８９の　

・
７
％
）、行
政
情
報
放
送（
回

６０
答
者
の　

・
２
％
）
に
よ
る
こ
と

４５

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

実
施
概
要

問
1　
住
所
・
地
域

▽
性
別
問
2　
性
別
・
年
代

問
3　
市
の
事
業
や
行
事
な

ど
を
知
る
方
法（
該
当
す
る

も
の
を
3
つ
選
択
）

豊岡 391人 
（51.9%） 

日高 153人 
（20.3%） 

豊岡 391人 
（51.9%） 

日高 153人 
（20.3%） 

竹野 42人 
（5.6%） 

出石 76人 
（10.1%） 

但東 47人 
（6.3%） 

無回答 4人 
（0.5%） 

城崎 40人 
（5.3%） 

50代 161人 
（21.4%） 

70代以上 
217人 

（28.8%） 

60代 188人 
（25.0%） 

70代以上 
217人 

（28.8%） 

無回答 11人 
（1.4%） 

10代 5人（0.7%） 

40代 86人 
（11.4%） 

20代 22人（2.9%） 

30代 63人 
（8.4%） 

60代 188人 
（25.0%） 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700

市広報紙 671人 

地区回覧 

行政情報放送 
（防災行政無線） 

新聞 

市ホームページ 

ラジオ 

その他 

無回答 

457人 

340人 

266人 

56人 

11人 

テレビ 38人 

21人 

4人 

〈その他〉・ポスター、チラシ、看板　・友人、知人
　　　　　・地区会議など

広
報
ア

広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の 

　
　
　
　
結
果
を

　
　
　
　
結
果
を
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す 
広
報
ア

広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の 

　
　
　
　
結
果
を

　
　
　
　
結
果
を
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す 
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の 

　
　
　
　
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

　

市
で
は
、
広
報
に
対
す
る
市
民
の
意
向
を
把
握
す
る
と
共
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
に
親
し
ま
れ
、
役
立
つ
市
広
報
紙
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
た
め
、
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
を
９
月
に
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
�　

－
1
1
1
1

２３
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市
広
報
紙
「
広
報
と
よ

お
か
」
に
つ
い
て

問
4　
「
広
報
と
よ
お
か
」を

読
ん
で
い
る
か

〈
読
ん
で
い
る
方
対
象
〉

問
5　
「
広
報
と
よ
お
か
」を

ど
の
程
度
読
ん
で
い
る
か

〈
読
ん
で
い
な
い
方
対
象
〉

問
6　
「
広
報
と
よ
お
か
」を

読
ま
な
い
理
由

【
問
４
・
５
・
６
の
結
果
の
ま
と
め
】

　

回
答
者
の
約　

％
が
市
広
報
紙

94

を
読
み
、
そ
の
内
の
大
半
は
、
必

要
な
記
事
だ
け
読
ん
だ
り
、
さ
っ

と
目
を
通
す
読
み
方
で
す
。

　

今
後
は
、
よ
り
必
要
と
さ
れ
る

記
事
を
精
査

し
て
掲
載
し
、

さ
っ
と
見
る

だ
け
で
も
内

容
が
想
定
で

き
る
市
広
報

紙
作
り
を
心

が
け
ま
す
。

その他 13人 
（28.9%） 
その他 13人 
（28.9%） 

読む時間がない 
9人（20.0%） 
読む時間がない 
9人（20.0%） 

無回答 1人 
（2.2%） 

読む必要がない 
5人（11.1%） 

関心がない 
17人 

（37.8%） 

関心がない 
17人 

（37.8%） 

〈
そ
の
他
〉

・
内
容
が
多
す
ぎ
る

・
読
む
気
が
し
な
い

読んでいない 45人 
（6.0%） 

読んでいる 704人 
（93.5%） 

読んでいる 704人 
（93.5%） 

無回答 4人 
（0.5%） 

さっと目を通す 
240人 

（34.1%） 

さっと目を通す 
240人 

（34.1%） 

必要な記事 
だけ読んでいる 
277人（39.4%） 

必要な記事 
だけ読んでいる 
277人（39.4%） 

ていねいに全体を 
読んでいる 186人 
（26.4%） 

その他 1人 
（0.1%） 

ていねいに全体を 
読んでいる 186人 
（26.4%） 

【
問
７
の
結
果
の
ま
と
め
】

　

結
果
を
踏
ま
え
、
シ
リ
ー
ズ
や

コ
ー
ナ
ー
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、

新
年
度
か
ら
市
広

報
紙
の
記
事
構
成

を
再
考
し
ま
す
。

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

市政ニュース 
まちの話題 

 施設のイベント 
くらしの情報 

文化施設巡り 
環境基本計画 
環境あれこれ 
子どもの救急 

中貝市長の徒然日記 
豊岡の子育て支援 

元気発信 
おめでとうございます 
図書館へいこう 
すくすく日記 
つどいの広場 

「根っこづくり」「幹づくり」への挑戦 
笑顔の輪 

保育園に広報マンがやってきた 
その他 
無回答 

428人 

375人 

275人 

221人 
特集記事 213人 

205人 

204人 

201人 

156人 

155人 

110人 

73人 

65人 

61人 

58人 

58人 

50人 

43人 

26人 

19人 

31人 

〈
分
か
り
に
く
い
理
由
〉

・
専
門
用
語
が
分
か
り
に
く
い

・
内
容
が
多
岐

▽
文
字
の
大
き
さ

▽
掲
載
量

▽
掲
載
内
容

小さい 
39人 

（5.5%） 

無回答 26人 
（3.7%） 

大きい 
6人 

（0.9%） 

ちょうどよい 
633人 

（89.9%） 

ちょうどよい 
633人 

（89.9%） 

少ない 
31人 

（4.4%） 

無回答 
102人（14.5%） 

多い 
111人 

（15.8%） 

ちょうどよい 
460人 

（65.3%） 

ちょうどよい 
460人 

（65.3%） 

多い 
111人 

（15.8%） 

分かりにくい 
24人 

（3.4%） 

無回答 
63人（9.0%） 

普通 476人 
（67.6%） 
普通 476人 
（67.6%） 

分かりやすい 
141人 

（20.0%） 

分かりやすい 
141人 

（20.0%） 

問
8　
「
広
報
と
よ
お
か
」の
文

字
・
掲
載

〈その他〉・長寿医療制度　・国民年金　・保健行事　・主な行事　・ゴミ収集日変更など

問
7　
「
広
報
と
よ
お
か
」の
掲
載
記
事
で
、役
立
つ（
興
味
深
い
）記

事（
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）



8広報とよおか　2008.12.25

【
問
８
・
９
結
果
の
ま
と
め
】

　

市
広
報
紙
は
、
現
行
の
冊
子
状

が
よ
く
、
文
字
の
大
き
さ
、
掲
載

量
、
内
容
も
こ
の
ま
ま
が
良
い
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
9　
「
広
報
と
よ
お
か
」は

冊
子
状（
Ａ
4
判
）で
す
が
、

ミ
ニ
新
聞
の
よ
う
な
市
広

報
紙（
新
聞
半
分
の
大
き

さ
）と
ど
ち
ら
が
よ
い
か

問　
　
「
広
報
と
よ
お
か
」の
発

10行
回
数

新聞のような 
市広報紙がよい 
53人（7.0%） 

どちらでもよい 
88人（11.7%） 

無回答 
25人（3.3%） 

現行どおり 
がよい 587人 
（78.0%） 

現行どおり 
がよい 587人 
（78.0%） 新聞のような 

市広報紙がよい 
53人（7.0%） 

月3回以上がよい 
6人（0.8%） 

月1回でよい 
245人 

（32.5%） 

現行の 
月2回でよい 
475人 

（63.1%） 

月1回でよい 
245人 

（32.5%） 

無回答 
27人（3.6%） 

現行の 
月2回でよい 
475人 

（63.1%） 

【
問　

の
結
果
の
ま
と
め
】

１０

　

市
広
報
紙
の
発
行
回
数
は
、
月

２
回
が
最
も
希
望
が
多
い
こ
と
、

月
１
回
に
す
る
と
情
報
提
供
が
遅

れ
、
ペ
ー
ジ

数
も
増
え
て

読
み
に
く
く

な
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も

月
２
回
の
発

行
と
し
ま
す
。

○
企
画
の
主
な
提
言

・「
人
間
シ
リ
ー
ズ（
特
別
な
技
術

を
持
つ
人
、
職
人
、
芸
事
に
た

け
た
人
な
ど
）」を
掲
載
し
て
ほ

し
い

・
中
高
生
が
市
の
未
来
を
語
る
シ

リ
ー
ズ
を
作
っ
た
ら
ど
う
か

・
市
民
の
声
、
生
活
環
境
な
ど
の

意
見
投
稿
欄
が
あ
れ
ば
よ
い

・
市
民
が
か
ば
ん
の
再
興
と
市
街

地
の
活
性
化
を
一
緒
に
考
え
て

い
く
特
集
・
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ

て
ほ
し
い

・
歴
史
こ
ぼ
れ
話
、
メ
ジ
ャ
ー
で

な
い
歴
史
的
建
造
物
、
史
跡
な

ど
を
掲
載
し
て
ほ
し
い

○
掲
載
内
容
の
主
な
要
望

・
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
に
子
ど
も
の

健
診
を
載
せ
て
ほ
し
い

・
市
政
ニ
ュ
ー
ス
を
多
く
し
て
ほ

し
い

・
イ
ベ
ン
ト
案
内
・
生
活
に
役
立

つ
情
報
を
よ
り
多
く
掲
載
し
て

ほ
し
い

・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
記
事
を
増
や
し

て
ほ
し
い

・
各
地
区
・
地
域
の
情
報
を
知
り

た
い

○
そ
の
他

・
専
用
フ
ァ
イ
ル
、
表
紙
を
配
布

し
た
ら
ど

う
か

・
内
容
も
良

く
読
み
や

す
い
、
生

活
に
役
立

つ
・
読
み
や
す
い
市
広
報
紙
に
し
て

ほ
し
い

【
問　

の
結
果
の
ま
と
め
】

１１

　

市
広
報
紙
に
つ
い
て
、
提
言
を

受
け
た
事
項
は
、
現
行
の
コ
ー
ナ
ー

の
見
直
し
や
シ
リ
ー
ズ
終
了
な
ど

を
機
会
と
し
て
、
掲
載
を
考
え
ま

す
。

〔
掲
載
企
画
〕

・「
人
間
シ
リ
ー
ズ
」
は
、現
行
の

市
内
で
活
躍
す
る
方
を
紹
介
し

て
い
る
「
元
気
発
信
」
を
充
実

す
る
形
で
提
言
を
生
か
し
ま
す
。

・「
歴
史
こ

ぼ
れ
話
・

史
跡
」
関

連
は
、「
市

の
歴
史
探

訪（
仮

称
）」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
本
市

ゆ
か
り
の
歴
史
的
人
物
や
歴
史

遺
産
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

・
市
民
の
声
な
ど
の
企
画
は
、　

「
市
民
の
お
便
り（
仮
称
）」コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

〔
掲
載
内
容
〕

　

市
広
報
紙
が
今
以
上
に
増
ペ
ー

ジ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
可
能
な
範
囲
で
要
望

を
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

地
域
・
地
区
情
報
は
、
す
べ
て
を

掲
載
す
る
と
膨
大
な
量
に
な
る
た

め
、
公
民
館
だ
よ
り
・
地
区
回
覧

な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
と
重
複
し

な
い
よ
う
に
し
て
、
市
広
報
紙
に

掲
載
し
ま
す
。

〔
そ
の
他
〕

・
分
か
り
や
す
い
表
現
・
レ
イ
ア

ウ
ト
を
心

が
け
、
読

み
や
す
い

市
広
報
紙

作
り
に
努

め
ま
す
。

問　
　
「
広
報
と
よ
お
か
」に
つ

11い
て
の
意
見
・
要
望

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
【
問　

の
結
果
の
ま
と
め
】

１２

　

見
た
こ
と
が
な
い
方
が
半
数
以

上
あ
る
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
広
報
紙
が
届
か
な

い
市
外
の
在
住
者
な
ど
に
限
れ
ば
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
方
は
多
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

見たことが 
ない 403人 
（53.6%） 

見たことが 
ない 403人 
（53.6%） 

ときどき 
見ている 
232人 

（30.8%） 

ときどき 
見ている 
232人 

（30.8%） 

無回答 
59人（7.8%） 

よく見ている 
59人（7.8%） 

▲市ホームページ

問　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
コ
ウ

12ノ
ト
リ
の
飛
ぶ
ま
ち
豊
岡
市

へ
よ
う
こ
そ
」を
見
て
い
る
か
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【
問　

の
結
果
の
ま
と
め
】

１３

　

本
市
の
主
要
な
出
来
事
を
情
報

提
供
し
て
い
る
「
ま
ち
の
ニ
ュ
ー

ス
」
が
最
も
役
立
つ
と
回
答
さ
れ

て
お
り
、
次
い
で
「
災
害
・
防
災

情
報
」、「
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
」
で

あ
り
、
市
の
紹
介
や
新
着
情
報
も

役
立
つ
と
答
え
る
方
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
結
果

を
踏
ま
え
、
今
後

も
的
確
な
情
報
提

供
を
心
が
け
ま
す
。

見る必要がない 
37人（9.2%） 

インターネットを 
利用していない 
256人 

（63.5%） 

インターネットを 
利用していない 
256人 

（63.5%） 

その他 
31人（7.7%） 

無回答 
14人（3.5%） 

関心がない 
65人（16.1%） 

見る必要がない 
37人（9.2%） 

関心がない 
65人（16.1%） 

0 50 100 150 200

まちのニュース 171人 

災害・防災情報 124人 

観光・イベント 102人 

豊岡市年間行事予定 93人 

豊岡市の紹介 70人 

新着情報 66人 

豊岡市総合計画 59人 

コウノトリと環境 49人 

市民ガイド 44人 

トピックス 41人 

子育て・子ども情報 33人 

こちら市長室 25人 

コウノトリ豊岡 寄付金 11人 

豊岡市バーチャル美術館 7人 

Welcome to TOYOOKA City English 2人 

その他 9人 

無回答 10人 

〈その他〉・入札情報　・市内ライブ映像　・公売　・講座など

【
問　

の
結
果
の
ま
と
め
】

１４

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
な
い
理

由
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
い
な
い
」
か
ら
と
回
答
す
る

方
が
約　

％
で
す
が
、
回
答
者
が

６４

比
較
的
高
年
齢
層
で
あ
る
影
響
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、「
関
心
が
な
い
」「
見

る
必
要
が
な
い
」
を
合
わ
せ
る
と

約　

％
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

２５
魅
力
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
に

心
が
け
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

・
よ
く
で
き
て
い
る

・
以
前
に
比
べ
見
や
す
く
な
っ
た

・
子
育
て
・
こ
ど
も
情
報
を
活
用

し
て
い
る
（
子
育
て
セ
ン
タ
ー

ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

が
あ
り
良
い
）

・
市
民
以
外
へ
の
情
報
発
信
と
し

て
必
要

・
見
に
く
い
。
検
索
し
に
く
い

・
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

し
て
い
る

・
市
の
行
事
予
定
が
見
つ
け
に
く

い
・
各
部
課
の
事
務
紹
介
の
場
所
が

分
か
り
に
く
い

・
あ
り
き
た
り
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

見
た
い
と
思
わ
な
い

・
面
白
み
に
欠
け
る
。
細
か
い
事

業
・
学
校
情
報
・
商
店
情
報
等

を
入
れ
た
ら
親
し
み
が
持
て
る

・
見
る
人
が
参
加
で
き
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
し
て
ほ
し
い

・
市
議
会
の
議
案
や
質
疑
応
答
を

大
き
く
掲
載
し
て
ほ
し
い

・
リ
ン
ク
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い

・
市
広
報
紙
に
載
ら
な
い
情
報
が

あ
る
な
ら
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
を

す
る
べ
き

【
問　

の
結
果
の
ま
と
め
】

１５

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
市
の
情

報
を
市
民
だ
け
で
な
く
全
国
へ
発

信
す
る
も
の
で
、
重
要
な
広
報
媒

体
で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対

す
る
市
民
の
意
見
は
、「
見
に
く

い
」、「
検
索
し
に
く
い
」、「
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て

い
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
含
む
デ

ザ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

〈
市
広
報
紙
〉

　

市
広
報
紙
は
、
回
答
者
の
約　
９０

％
が
市
の
情
報
を
得
る
手
段
と
さ

れ
て
お
り
、
大
き
な
責
務
を
担
っ

て
い
ま
す
。
文
字
の
大
き
さ
、
量
、

発
行
回
数（
月
２
回
）、
形
状
も
現

行
が
良
い
と
い
う
意
見
が
多
数
を

占
め
て
い
る
た
め
、
今
後
も
現
行

ど
お
り
と
し
ま
す
。

　

ま
た
次
の
事
項
に
配
慮
し
た
市

広
報
紙
作
り
を
行
う
こ
と
と
し
ま

す
。

・
市
民
提
言
企
画
は
、
現
行
の
シ

リ
ー
ズ
・
コ
ー
ナ
ー
の
更
新
に

合
わ
せ
て
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

・
掲
載
内
容
へ
の
市
民
要
望
は
、

可
能
な
範
囲
で
生
か
し
て
い
き

ま
す
。

・
で
き
る
だ
け
平
易
な
言
葉
、
表

現
を
使
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
工

夫
し
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
作

り
に
努
め
ま
す
。

・
現
行
の
シ
リ
ー
ズ
・
コ
ー
ナ
ー

記
事
を
見
直
す
な
ど
、
掲
載
記

事
を
厳
選
し
、
掲
載
量
の
圧
縮

を
心
が
け
ま
す
。

〈
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
・

シ
ス
テ
ム
を
再
考
し
、
よ
り
良
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
て
い
く
と
と
も

に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
性（
即
時

性
、
市
広
報
紙
以
上
の
情
報
掲
載

な
ど
）
を
十
分
Ｐ
Ｒ
し
、
市
の
情

報
発
信
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

問　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
意

15見
・
要
望

問　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

14な
い
理
由

〈
そ
の
他
〉

・
パ
ソ
コ
ン
が
な
い

・
時
間
が
な
い

・
必
要
情
報
は
市
広
報
紙
で
十
分

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た

総
括

問　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
記
事
で
、役
立
つ（
興
味
深
い
）記

13事（
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）
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▽
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
（
土
・
日
曜
日
・

３０

祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

▽
申
請
窓
口　

市
民
課
市
民
係
お

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

▽
申
請
で
き
る
方　

市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

（
申
請
者
本
人
、法
定
代
理
人
ま

た
は
任
意
代
理
人
）

▽
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
パ
ス

ポ
ー
ト
規
格
（
縦　

ミ
リ
×
横

４５

　

ミ
リ
）
の
写
真
（
顔
写
真
付

３５き
の
住
基
カ
ー
ド
希
望
者
）

※
申
請
窓
口
で
無
料
撮
影
も
し
て

い
ま
す
。

▽
交
付
で
き
る
方　

申
請
者
本
人

お
よ
び
法
定
代
理
人
（
原
則
、

任
意
代
理
人
に
は
交
付
で
き
ま

申
請
・
交
付
方
法

せ
ん
）

▽
交
付
時
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
照
会
書
（
回
答
書
）

・
本
人
確
認
資
料
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
、
公

的
機
関
が
発
行
し
た
も
の
）

※
暗
証
番
号
の
入
力
の
た
め
、
４

桁
の
数
字
が
必
要
で
す
。

▽
有
効
期
間　

発
行
日
か
ら　

年
１０

間
■
交
付
方
法
を
一
部
変
更

　

住
基
カ
ー
ド
は
即
日
交
付
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

申
請
の
た
め
に
一
度
、
市
役
所

に
来
て
い
た
だ
き
、
後
日
、
市
役

所
か
ら
送
付
す
る
照
会
書（
回
答

書
）を
持
参
の
上
、再
度
来
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
（
下
記
交

付
の
手
順
参
照
）。

　

迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、

理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）と
は
、
希
望
者
に
対
し
て
、

市
区
町
村
が
交
付
し
て
い
る
安
全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

こ
の
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
住
民
票
の
写
し
が
全
国
ど
こ
の
市

区
町
村
で
も
取
得
で
き
る
ほ
か
、
転
入
・
転
出
の
手
続
き
の
簡
素
化

も
図
れ
ま
す
。
ま
た
、
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
は
、
運
転
免
許

証
な
ど
と
同
様
に
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
に
は
、
５
０
０
円
の
交
付
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
が
、
１
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
、

２３

３１

交
付
手
数
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
市
民
課
市
民
係
�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各
総
合
支
所

２１

市
民
生
活
課

《交付の手順》 

○申請者が行うこと 
　来庁２回目 
　（原則、任意代理人は 
　  不可） 

○市が行うこと 
　来庁から１週間ほど 

○申請者が行うこと 
　来庁１回目 
　（委任状があれば 
　  代理人可） 

①
申
請
書
提
出 

④
照
会
書
の
送
付 

⑤
回
答
書
提
出 

⑥
住
基
カ
ー
ド
受
取 

②
顔
写
真
撮
影 

　（
希
望
者
の
み
） 

③
住
基
カ
ー
ド
発
行 

　（
申
請
内
容
登
録
） 

※
申
請
書
の
提
出
は
、
申
請

者
本
人
の
ほ
か
に
、
法
定

代
理
人
ま
た
は
任
意
代
理

人
が
行
え
ま
す
の
で
、
指

定
の
様
式
の
委
任
状
と
顔

写
真
（
顔
写
真
付
の
住
基

カ
ー
ド
を
希
望
の
場
合
の

み
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　

た
だ
し
、
病
気
な
ど
の

特
別
な
事
情
の
あ
る
方
以

外
は
、
任
意
代
理
人
に
よ

る
住
基
カ
ー
ド
の
受
取
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
照
会
書
は
、
申
請
書
が
提

出
さ
れ
て
か
ら
、
で
き
る

限
り
１
週
間
以
内
に
送
付

す
る
よ
う
に
し
ま
す
が
、

申
請
者
が
多
い
場
合
は
送

付
が
遅
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
了
承
く
だ
さ

い
。

豊 岡 市 

豊岡市中央町2番4号 

豊岡市役所市民課  ℡0796‐21‐9015

1
月
1
日
か
ら
平
成
２３
年
3
月
３１
日
ま
で
 

「
住
基
カ

住
基
カ
ー
ド
」
が
無
料
で

が
無
料
で
取
得
で

取
得
で
き
ま
す
 

「
住
基
カ

住
基
カ
ー
ド
」
が
無
料
で

が
無
料
で
取
得
で

取
得
で
き
ま
す
 

「
住
基
カ
ー
ド
」
が
無
料
で
取
得
で
き
ま
す

今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す 
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■
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
は
便
利
で
有
利

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定

２０

申
告
書
の
提
出
を
、
納
税
者
本
人

の
電
子
証
明
書
を
利
用
し
て
、
１

月
５
日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の
期

１６

間
内
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
で
行
う

場
合
、所
得
税
額
か
ら
最
高
５
、０

０
０
円
（
そ
の
年
分
の
所
得
税
額

を
限
度
と
す
る
）
の
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成　

年
１９

分
の
確
定
申
告
で
、
こ
の
税
額
控

除
の
適
用
を
受
け
た
方
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
）。

■
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要

　

こ
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る

に
は
、
電
子
証
明

書
の
取
得
が
必
要

で
す
。

　

電
子
証
明
書
と

は
、
住
民
が
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
や
地
方
の
行

政
機
関
が
行
う
電
子
申
請
・
届
出

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
利
用
す
る
も
の
で
、
都
道

府
県
や
市
区
町
村
か
ら
は
個
人
向

け
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
時
期
が
近
づ
く
と
、

電
子
証
明
書
の
発
行
窓
口
が
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
電
子
証
明

書
の
取
得
は
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

■
電
子
証
明
書
の
取
得
方
法

▽
発
行
窓
口

市
民
課
市
民

係
ま
た
は
各

総
合
支
所
市

民
生
活
課

▽
必
要
な
も
の

・
住
基
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
の
で
き
る
官
公
署
が

発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
。
顔
写

真
付
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

▽
手
数
料

　

５
０
０
円　

▽
有
効
期
間　

発
行
日
か
ら
３
年

間
■
電
子
証
明
書
の
利
用
に
必
要
な

　

も
の

　

電
子
証
明
書
は
住
基
カ
ー
ド
の

中
に
入
れ
ま
す
の
で
、「
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」
と
い
う
住
基

カ
ー
ド
の
情
報
を
読
み
取
る
た
め

の
装
置
を
準
備
く
だ
さ
い
。

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
は
、

家
電
量
販
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
で
購
入
で
き
ま
す
。

※
参
考
価
格
…
２
、
５
０
０
円
〜

４
、
０
０
０
円
程
度
。
カ
ー
ド

の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
電
子
証
明
書
を
利
用
す
る
た
め

の
パ
ソ
コ
ン
設
定
が
昨
年
よ
り

大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

■
詳
細
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
住
基
カ
ー
ド
】h

ttp
://ju

k
i

‐ 

card.com
/index.htm

l

【
電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
）】http://w

w
w
.

jpki.go.jp/index.htm
l

【
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
】

　

http://w
w
w
.jpki

‐rw
.jp/

【
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

　

納
税
シ
ス
テ
ム
）】http://w

w
w
.

e
‐tax.nta.go.jp/

【
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
確
定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

tetsuzuki/shinkoku/
shotoku/tokushu/

《
問
合
せ
》
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各
総

２１
合
支
所
市
民
生
活
課

　

１
月
１
日
か
ら
、「
産
科
医
療
補

償
制
度（
※
注
１
）」
の
創
設
に
伴

い
出
産
費
用
の
上
昇
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

同
日
以
降
の
出
産
に
か
か
る
出
産

育
児
一
時
金
を　

万
円
か
ら　

万

３５

３８

円
へ
引
き
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
産
科
医
療
補
償
制

度
」
に
加
入
し
て
い
な
い
分
娩
機

関
で
出
産
し
た
場
合
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り　

万
円
を
支
給
し
ま
す
。

３５

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
母
子
健
康
手
帳

　

な
ど
出
生
を
証

　

明
で
き
る
書
類

・
振
込
先（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
）

が
確
認
で
き
る
も
の

・
産
科
医
療
補
償
制
度
の
対
象
と

な
る
こ
と
を
示
す「
登
録
証（
※

注
２
）」（
平
成　

年
１
月
１
日

２１

以
降
に
出
産
し
た
方
）

※
注
１　

産
科
医
療
補
償
制
度

　

お
産
に
関
連
し
て
発
症
し
た
重

度
脳
性
ま
ひ
に
対
す
る
補
償
と
、

そ
の
原
因
を
分
析
し
、
安
心
し
て

産
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整

備
を
目
指
し
て
創
設
さ
れ
る
制
度
。

　

公
立
豊
岡
病
院
、
公
立
八
鹿
病

院
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
本

制
度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

※
注
２　

登
録
証

　

産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
す

る
分
娩
機
関
か
ら
、
制
度
の
対
象

者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
交

付
さ
れ
る
も
の
。
妊
娠
５
カ
月
ご

ろ
ま
で
に
、妊
婦
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
受
取
代
理
制
度
の
ご
案
内

　

出
産
育
児
一
時
金
を
国
保
か
ら

直
接
分
娩
機
関
に
支
払
う
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
出

産
費
用
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
を

差
し
引
い
た
金
額
を
分
娩
機
関
の

窓
口
で
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
高

額
の
出
産
費
用
を
用
意
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
の
方
は
、
事
前
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
市
民
課
国

保
医
療
係
�　

－

９
０
６
１
ま

２１

た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

電子証明書 

国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
 

　
　
一
時
金
を
引
き
上
げ
ま
す

1
月
1
日
か
ら
 

「
電
子
証
明
書（
公
的
個
人
認
証
 

　
　  
サ
ー
ビ
ス
）」
を
取
得
し
て

e
‐
T
a
x
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
！

イ
　
ー
　
タ
　
ッ
　
ク
　
ス
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▽
対
象
住
宅　

平
成　

年
１
月
１

２０

日
以
前
か
ら
市
内
に
所
在
す
る

住
宅（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

▽
工
事
期
間　

平
成　

年
４
月
１

２０

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２２

３１

▽
工
事
費
用　

１
戸
当
た
り
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
費
用
が　

万
円

３０

以
上
の
も
の

▽
工
事
内
容

①
窓
の
２
重
サ
ッ
シ
化
、
複
層
ガ

ラ
ス
化
な
ど
の
窓
の
改
修
工
事

②
窓
の
改
修
工
事
と
併
せ
て
行
う

床
、
天
井
、
壁
（
外
気
と
接
す

る
も
の
に
限
る
）
の
断
熱
工
事

※
①
は
必
須
要
件
で
す
。

▽
減
額
税
額
・
期
間

　

対
象
住
宅
の
固
定
資
産
税
の
３

分
の
１
を
、
工
事
が
完
了
し
た

年
の
翌
年
度
分
の
み
減
額
し
ま

す
（
併
用
住
宅
は
居
住
部
分
の

み
）。

※
１
戸
に
つ
き
床
面
積
の
１
２
０

平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
が

対
象

▽
申
告
方
法　

固
定
資
産
税
減
額

申
告
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し

て
、
工
事
完
了
後
、
原
則
３
カ

月
以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す

る
工
事
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
指
定
確
認
検
査
機
関
（
建
築

士
・
指
定
住
宅
性
能
評
価
機
関

等
）
が
発
行
す
る
証
明
書

※
新
築
住
宅
軽
減
、
住
宅
耐
震
改

修
に
伴
う
減
額
措
置
と
同
時
適

用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
と
の
同
時
適
用
は

で
き
ま
す
。

▽
対
象
住
宅　

次
の
す
べ
て
の
要

　

件
を
満
た
す
も
の

①
昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら

５７

市
内
に
所
在
す
る
住
宅

②
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
平
成

１８

　

年　

月　

日
ま
で
の
間
に
、

２７

１２

３１

建
築
基
準
法
（
昭
和　

年
６
月

５６

１
日
施
行
）
に
基
づ
く
現
行
の

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改
修
工

事
を
施
し
た
も
の

③
１
戸
当
た
り
の
耐
震
改
修
工
事

費
用
が　

万
円
以
上
の
も
の

３０

▽
減
額
税
額　

対
象
住
宅
の
固
定

資
産
税
額
の
２
分
の
１
を
減
額

（
併
用
住
宅
は
居
住
部
分
の
み
）

※
１
戸
に
つ
き
床
面
積
の
１
２
０

平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
が

対
象

▽
減
額
期
間　

工
事
が
完
了
し
た

年
の
翌
年
度
分
か
ら
、工
事
完
了

時
期
に
応
じ
て
次
の
期
間
減
額

▽
申
告
方
法　

固
定
資
産
税
減
額

申
告
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し

て
、
工
事
完
了
後
、
原
則
３
カ

月
以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
が
分
か

る
も
の（
領
収
書
、明
細
書
な
ど
）

・
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
指
定
確

認
検
査
機
関
（
建
築
士
・
指
定

住
宅
性
能
評
価
機
関
な
ど
）
が

発
行
す
る
証
明
書

　

平
成　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら

１９

市
内
に
所
在
す
る
住
宅
（
賃
貸
住

宅
は
除
く
）
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
場
合
は
、
固
定
資
産
税
額
を

工
事
完
了
の
翌
年
度
分
に
限
り
減

額
し
ま
す
。

▽
住
宅
居
住
者
要
件

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①　

歳
以
上
の
方

６５
②
介
護
保
険
法
の
要
介
護
ま
た
は

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

③
障
害
者

▽
工
事
期
間　

平
成　

年
４
月
１

１９

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２２

３１

▽
工
事
費
用　

１
戸
当
た
り
の
工

事
費
が　

万
円
以
上
（
補
助
金

３０

な
ど
を
除
く
自
己
負
担
額
）
の

も
の

▽
工
事
内
容　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

・
廊
下
の
拡
幅

・
階
段
の
こ
う
配
の
緩
和

・
浴
室
の
改
良

・
ト
イ
レ
の
改
良

・
手
す
り
の
取
付
け

・
床
の
段
差
の
解
消

・
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

▽
減
額
税
額　

対
象
住
宅
の
固
定

資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

※
１
戸
に
つ
き
床
面
積
の
１
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
が
対

象（
併
用
住
宅
は
居
住
部
分
の
み
）

▽
減
額
期
間　

工
事
が
完
了
し
た

年
の
翌
年
度
分
の
み

▽
申
告
方
法　

固
定
資
産
税
減
額

申
告
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し

て
、
工
事
完
了
後
、
原
則
３
カ

月
以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
○Ａ
 

ま
た
は
○Ｂ
 

の
書
類

○Ａ
 

領
収
書
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
費
用
を
支
払
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
）、工
事
費
明

細
書
、
改
修
箇
所
の
図
面
・
写

真
（
改
修
前
・
改
修
後
）

○Ｂ
 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
が
行

わ
れ
た
旨
を
証
す
る
書
類
（
建

築
士
等
の
発
行
す
る
も
の
）

②
居
住
者
要
件
が
確
認
で
き
る
も

の
（
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

③
補
助
金
な
ど
の
交
付
決
定
、
居

宅
介
護
住
宅
改
修
費
、
介
護
予

防
住
宅
改
修
費
の
給
付
決
定
が

確
認
で
き
る
書
類
（
交
付
、
給

付
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

※
既
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
適

用
を
受
け
た
家
屋
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
新
築
住
宅
軽
減
、
住
宅
耐
震
改

修
に
伴
う
減
額
措
置
と
同
時
適

用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
省
エ
ネ

改
修
に
伴
う
減
額
措
置
と
の
同

時
適
用
は
で
き
ま
す
。

《
申
告
書
配
布
・
問
合
せ
》
税
務

課
資
産
税
係
�　

－

９
０
４
６

２１

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課

省
エ
ネ
改
修
を
し
た
場
合

住
宅
耐
震
改
修
を
し
た
場
合

減額期間
耐震改修工事
完了時期

３年度分
平成１８年１月１日～
平成２１年１２月３１日

２年度分
平成２２年１月１日～
平成２４年１２月３１日

１年度分
平成２５年１月１日～
平成２７年１２月３１日

住
宅
の
改
修
工
事
を
し
た
場
合
は 

固
定
資
産
税

固
定
資
産
税
を
減
額
し

減
額
し
ま
す 
固
定
資
産
税

固
定
資
産
税
を
減
額
し

減
額
し
ま
す 
固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す 

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

を
し
た
場
合
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
１
月　

日（
土
）は

１０

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
１
月
５
日（
月
）・　

日（
火
）・

１３

　

日（
月
）・　

日（
月
）は

１９

２６

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

・
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

０
９
４
５

２２

・
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各

２１
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
お
よ

び
共
済
組
合
な
ど
か
ら
受
給
す
る

年
金
は
、所
得
税
法
上「
雑
所
得
」

と
し
て
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成　

年
分
の
源
泉
徴
収
票
を
作

２０

成
し
、
年
金
受
給
者
に
１
月
末
ま

で
に
送
付
し
ま
す
。

※
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
課
税

対
象
に
な
ら
な
い
の
で
、
源
泉

徴
収
票
は
届
き
ま
せ
ん
。

●
記
載
事
項

①
平
成　

年
中
に
受
給
し
た
年
金

２０

の
総
額

②
社
会
保
険
料
の
金
額
（
介
護
保

険
料
額
な
ど
）

③
源
泉
徴
収
税
額

④
控
除
内
容

●
確
定
申
告
の
添
付
書
類

　

２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て

い
る
方
や
、
年
金
以
外
に
給
与
な

ど
の
所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公

的
年
金
等
雑
所
得
の
合
計
額
が
各

種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

方
な
ど
は
、
確
定
申
告
の
際
に
添

付
書
類
と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
再
交
付

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
再

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
年
金
証
書
を
持
参

く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
者
の
場

合
は
、
委
任
状
と
代
理
者
の
身
分

証
明
書
が
必
要
で
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
、
原
則　

歳
か
ら
で
す
が
、

６５

本
人
が
繰
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
間
の
希
望

６０

６４

す
る
と
き
か
ら
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
減
額
率
＝
繰
上
げ
請
求
月
か
ら

　

歳
到
達
の
前
月
ま
で
の
月
数

６５×
０
・
５
％

▽
注
意
点

①
年
金
額
は
、
請
求
月
の
減
額
率

で
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

②
繰
上
げ
請
求
後
に
、
障
害
者
と

な
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
寡
婦
年
金
の
受
給
権
を
失
い
ま
す
。

④
遺
族
厚
生
年
金
・
遺
族
共
済
年

金
な
ど
と
併
給
で
き
ま
す
が
、

　

歳
到
達
ま
で
は
、
い
ず
れ
か

６５一
方
の
み
の
受
給
と
な
り
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
下
げ
申
し
出

　
　

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
年
金
請
求

６６
の
申
し
出
を
し
た
場
合
、年
金
を
増

額
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
昭
和　

年
４
月
２
日
以
後
生
ま

１６

れ
の
方
…
増
額
率
＝　

歳
到
達

６５

月
か
ら
繰
下
げ
申
し
出
月
の
前

月
ま
で
の
月
数
×
０
・
７
％

・
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

１６

れ
の
方
…
繰
下
げ
申
し
出
を
し

た
日
の
年
齢
に
応
じ
て
、
年
単

位
で
増
額
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
が
届
き
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
は
繰
上
げ
請
求
・

繰
下
げ
申
し
出
が
で
き
ま
す

▽
注
意
点

①
一
度
決
め
ら
れ
た
増
額
率
は
、

一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

②　

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
の

６５

６６

間
に
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
権
者
に
な
っ
た

　

方
は
繰
下
げ
申
し
出
で
き
ま
せ
ん
。

■請求時の年齢に応じた減額率

減額率

請求月から
６５歳になる
月の前月ま
での月数　

請求時の年齢

３０％～２４．５％６０月～４９月６０歳０カ月～６０歳１１カ月

２４％～１８．５％４８月～３７月６１歳０カ月～６１歳１１カ月

１８％～１２．５％３６月～２５月６２歳０カ月～６２歳１１カ月

１２％～６．５％２４月～１３月６３歳０カ月～６３歳１１カ月

６％～　０．５％１２月～１月６４歳０カ月～６４歳１１カ月

■申し出時の年齢に応じた増額率
Ｓ１６．４．２
以前生ま
れの方の
増額率　

Ｓ１６．４．２以
降生まれの
方の増額率

６５歳になった
月から申し
出月の前月
までの月数

申し出時の年齢

１２％　８．４％～１６．１％１２月～２３月６６歳０カ月～６６歳１１カ月

２６％１６．８％～２４．５％２４月～３５月６７歳０カ月～６７歳１１カ月

４３％２５．２％～３２．９％３６月～４７月６８歳０カ月～６８歳１１カ月

６４％３３．６％～４１．３％４８月～５９月６９歳０カ月～６９歳１１カ月

８８％４２％６０月～　　７０歳０カ月～　　　　　

年金・納付相談会を開催

場所日時

竹野総合支所
２階　大会議室

１月１４日（水）
１０：００～１６：００

出石総合支所
１階　第２会議室

１月２１日（水）
１０：００～１６：００

日高農村環境改善
センター　２階　７号室

２月４日（水）
１０：００～１６：００
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豊岡市非常勤嘱託職員および臨時職員募集

△

応募資格　昭和２４年４月２日以降に生まれた方△

参　　考　要介護認定調査員、発達相談員、事業推
進員、および公民館主事は、執務時にパ
ソコン操作を必要とします。△

面接試験　日時と場所は後日連絡します。公民館主事
は、面接試験のほかに作文試験があります。

△

申込方法　職員課にある申込書に必要事項を記入の
上、応募資格に定める免許証の写しを添
え、提出ください。△

受付期間　１月５日（月）～１５日（木）△

採用月日　４月１日（臨時職員は４月３日）△

申込み・問合せ　職員課�２３－１３２６

勤務条件職務内容応募資格募集人数職　種

報酬－月額１５３，８００円（予定）
有資格者は月額１５９，７００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間勤務）、
休日は土・日曜日の週２日

　介護保険課あるいは城崎総合
支所健康福祉課での地域内にお
ける介護認定調査（訪問）、調書
作成など

　要介護認定調査に意欲があり、普
通自動車免許所持者（ケアマネー
ジャー、保健師・看護師・介護福祉士
は優遇）

３人程度
要介護認
定調査員

報酬－月額１０６，５００円（予定）
勤務日等－土・日曜日以外の週
３日（２４時間勤務）

　幼児健診や育児教室における
発達検査、相談および育児支援

　臨床発達心理士もしくは臨床心理
士の資格所持者、または平成２１年４月
１日までに取得できる方

１人
発達
相談員

報酬－月額１０２，６００円（予定）
勤務日等－週３日（２４時間勤務）
のローテーション勤務

　コウノトリ文化館におけるコ
ウノトリや展示物、野生復帰の
取組みの解説および展示作業
（重量物の運搬など）

　コウノトリなど生き物に関心があ
り、コウノトリ野生復帰の取組みの
説明に意欲のある方

１人
展示
解説員

報酬－月額９８，７００円（予定）
勤務日等－日曜日以外の週３日
（２４時間勤務）

　環境センターで、収集運搬さ
れてきたごみの分別検査および
指導

　健康で、環境保全に意欲や関心が
ある方

１人
ごみ搬入
検査員

報酬－月額１４８，０００円（予定）
勤務日等－週５日（３８．７５時間勤
務）、休日は土・日曜日の週２日
（出水時は曜日、時間に関係なく
出務いただく必要があります）

　市内の排水機場でのポンプな
ど操作および業者点検の立会、
設備の保守管理、施設の清掃管
理

　危険物取扱者免状乙種第４類の所
持者、または平成２１年４月１日までに
取得できる方

３人
ポンプ
操作員

報酬－月額１５９，７００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間勤務）、
休日は土・日曜日の週２日

　小・中学校での学習指導および
生活指導などきめ細かな指導のた
めの補助、学力向上、複式学級、
小・中連携教育等教育課題研究
にかかる学習指導

　学校教育法に基づく小学校もしく
は中学校（英語）教諭普通免許所持者、
または平成２１年４月１日までに取得で
きる方

中学校
１人

指導補助
教諭

報酬－月額１５９，７００円（予定）
勤務日等－週６日（３６時間勤務）、
休日は日曜日

　市内各幼稚園その他に設置の
放課後児童クラブにおける児童
の安全管理、生活指導および遊
びの指導など

　児童福祉法に定める保育士資格ま
たは教育教員免許法に定める幼稚園、
小学校、中学校、もしくは高等学校教
諭普通免許所持者、または平成２１年４
月１日までに取得できる方

１人程度
放課後
児童クラブ
指導員

報酬－月額１０２，１００円（予定）
勤務日等－週２３時間勤務、休日
は日曜日

　市内各幼稚園その他に設置の
放課後児童クラブにおける児童
の安全管理、生活指導および遊
びの指導などの補助

３人程度
放課後
児童クラブ
指導補助員

報酬－月額５１，３００円（予定）
勤務日等－週６日（１２時間勤務）、
休日は日曜日

　合橋保育園で午前７時３０分か
ら９時３０分までの間の保育補助

　保育に意欲のある方１人
パート
保育補助員

報酬－月額１５３，８００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は火曜日と他の平日に１日
の週２日

　市内各地区公民館における生
涯学習推進などの活動に関する
事務

　市内在住で、健康で生涯学習の推
進に意欲のある方

２人
公民館
主事

報酬－月額１５３，８００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間勤務）、
休日は火曜日と他に１日の週２日

　市民会館の事業の企画運営
　市民会館の事業の企画運営に意欲
のある方

１人
市民会館
事業推進員

報酬－月額１５３，８００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間勤務）、
休日は月曜日と他に１日の週２日

　竹野Ｂ＆Ｇスポーツセンターで
のスポーツ（水泳など）指導および
施設管理（約１カ月間の管外宿泊
研修が必要）

　スポーツ指導（水泳など）に意欲の
ある方

１人
スポーツ
指導員

報酬－月額１４８，０００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間勤務）、
休日は土・日曜日の週２日

　但東総合支所の用務・管理に
おける業務

　庁舎の用務遂行に意欲のある方１人用務員

【非常勤嘱託職員】

【臨時職員】
勤務条件職務内容応募資格募集人数職　種

報酬－日額３，７００円（予定）
勤務日等－午後５時３０分から１０
時までの勤務、休日は月曜日

　竹野Ｂ＆Ｇスポーツセンター
の夜間管理業務

　健康で夜間の管理業務に意欲のあ
る方

１人
夜　間
管理員
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ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
世
界
遺
産

と
は
異
な
り
、
科
学
的
見
地
か
ら

特
別
に
重
要
で
貴
重
な
、
あ
る
い

は
美
し
い
地
質
遺
産
を
複
数
含
む

地
質
公
園
の
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
日
本
列
島
が
ア
ジ
ア

大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た
時
代
の
岩

石
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
景

観
が
確
認
で
き
る
山
陰
海
岸
国
立

公
園（
昭
和　

年
、日
本
で　

番
目

３８

２０

に
誕
生
）を
中
心
と
し
た「
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
、
関
係
地
域

の
民
間
団
体
や
行
政
機
関
と
連
携

し
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

エ
リ

ア
は
、

京
丹
後

市
の
経

ヶ
岬
と

鳥
取
市

白
兎
海

岸
の
間

に
属
す

る
３
市
３
町
の
範
囲
で
す
。

　

本
市
の
対
象
に
は
、
竹
野
海
岸
、

日
和
山
、
玄
武
洞
公
園
、
神
鍋
高

原
な
ど
の
主
な
地
質
遺
産
が
あ
り

ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
地
質
遺
産
を

保
護
保
全
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
持
続
・
継
続
さ

せ
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
な
ど
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
地
質
の
重
要
性
だ
け
で
な
く
生

態
学
的
・
考
古
学
的
・
文
化
的

価
値
を
含
む
地
域
で
あ
る
こ
と
。

②
地
質
遺
産
の
保
全
の
方
法
を
示

し
、
地
球
科
学
の
研
究
や
教
育

啓
発
に
資
す
る
こ
と
。

③
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
発
展

を
促
進
す
る
経
営
計
画
を
有
す

る
こ
と
。

④
行
政
・
民
間
・
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
共
同
行
動
計
画
を

持
つ
こ
と
。

　

ま
た
、
教
育
へ
の
活
用
や
ジ
オ

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
環
境
保
全
の
推
進
を
図
り
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
が
発
足
す
る
ま
で
に
も
、地
道

な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
「
山
陰
海
岸
国
立
公

１３

園
を
世
界
の
公
園
に
す
る
会
」
が

発
足
し
、
平
成　

年
に
は
、
但
馬

１４

海
岸
現
地
視
察
研
修
会
や
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
は
、
環
境
省
世
界

１５

自
然
遺
産
候
補
地
に
申
請
し
、
国

内
で　

カ
所
の
内
の
一
つ
に
登
録

１９

さ
れ
ま
し
た
が
、平
成　

年
、世
界

１６

遺
産
へ
の
登
録
を
断
念
、
ジ
オ
パ
ー

ク
登
録
に
方
向
転
換
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
は
、
浜
坂
海
岸
・

１７

香
住
海
岸
の
海
岸
巡
り
・
見
学
会
・

講
演
会
を
開
催
し
、
平
成　

年
に

１８

は
、
山
陰
海
岸
の
地
質
が
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
会
議
（
北
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
）
や
ジ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
）

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

１９

ク
協
議
会（
参
加　

団
体
）が
結
成

３８

さ
れ
、豊
岡
市
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
よ

う
申
請
し
ま
し
た
が
、
国
内
候
補

と
し
て
選
考
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
選
考

さ
れ
た
の
は
、 
洞  
爺 

と
う 

や

 
湖  
有  
珠  
山 
・ 
糸  
魚  
川 
・

こ 

う 

す 

ざ
ん 

い
と 

い 

が
わ

島
原
半
島
の
３
地
域

で
す
。

　

し
か
し
、　

月
８

１２

日
の
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
委
員
会
で
は
「
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と

し
て
正
式
に
認
定
さ

れ
、
次
回
の
世
界
登

録
を
目
指
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

▲日本の地質百選の玄武洞公園

世界ジオパークネットワークへの道筋 

ユネスコ 

日本ユネスコ国内委員会 

世界ジオパークネットワーク（ＧＧＮ） 

ジオパークを目指す地域 

日本ジオパーク委員会 
ＧＧＮ申請候補順位付け 

ＪＧＮ加盟認定 

日本ジオパークネットワーク（ＪＧＮ） 
ジオパークの広報・普及、申請の支援 
世界・日本ジオパークに認定された地域の 
集まり。目指す地域はオブザーバとして参加 

ＪＧＮ加盟申請 

ＪＧＮ加盟申請 

ＧＧＮ加盟申請 

ＧＧＮ加盟申請 

シリーズ 1 ジオパークって何？ 
　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携
し、竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神
鍋高原などを中心としたエリアを、「山陰海岸ジオパーク」として、
世界ジオパークネットワークへの登録を目指しています。12月８
日には、日本ジオパークに認定されました。このジオパークにつ
いて、北但層群化石研究会代表の三木武行さんに、シリーズで紹
介していただきます。　　　　 　 《問合せ》観光課�21-9016
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ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
圧
縮
・
梱
包
す
る

機
器
と
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
溶
か
し
て

樹
脂
に
す
る
機
器
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
機
器
の
導
入
に
よ
り
、
従
来

は
そ
の
多
く
が
焼
却
さ
れ
て
い
た
使
用
済

み
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
原
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
利
用
は
、
そ
の
焼

却
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
削
減
と
石

油
資
源
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

代
表
者
の
仲
西
哲
夫
さ
ん
は
「
使
用
済

み
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、
ご
み
で
は

な
く
次
の
製
品
を
作
る
原
料
で
す
。
豊
岡

の
事
業
者
が
こ
れ
を
資
源
と
し
て
意
識
し
、

市
内
で
資
源
の
循
環
が
活
発
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
者
の
環
境
経
済
事
業（
※
注
）を
推
進

す
る
補
助
制
度
を
つ
く
り
、
平
成　

年
度
に
３
件
の
事
業
に
補

１９

助
金
を
支
出
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
注
）環
境
経
済
事
業
…
環
境
を
良
く
す
る
活
動
に
よ
り
経
済

効
果
が
生
ま
れ
、
そ
の
経
済
効
果
に
よ
り
環
境
を
良
く

す
る
活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
事
業

《
問
合
せ
》コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

９
０
1
７

２１

環
境
経
済
事
業
推
進
補
助
金

環
境
経
済
事
業
推
進
補
助
金
の 

　
　
　
成
果
を

　
　
　
成
果
を
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す 
環
境
経
済
事
業
推
進
補
助
金

環
境
経
済
事
業
推
進
補
助
金
の 

　
　
　
成
果
を

　
　
　
成
果
を
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す 
環
境
経
済
事
業
推
進
補
助
金
の 

　
　
　
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

〈環境経済の流れ〉 

環 境 

二酸化炭素の 
排出削減 

経 済 

利益が 
生まれる 

　

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
買
い
取
っ
て

精
製
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
製

造
す
る
設
備
を
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
器
の
導
入
に
よ
り
、
１
回
当
た

り
の
製
造
可
能
量
が
４
０
０
リ
ッ
ト
ル
か

ら
１
、２
０
０
リ
ッ
ト
ル
に
増
え
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、
軽
油
の

代
わ
り
に
使
用
で
き
、
ま
た
、
主
な
原
料

は
植
物
由
来
な
の
で
、
燃
焼
さ
せ
て
も
地

球
温
暖
化
を
招
き
ま
せ
ん
。

　

代
表
者
の
岡　

隆
幸
さ
ん
は
「
平
成　
１６

年
の
水
害
の
と
き
に
は
、
燃
料
の
確
保
に

苦
労
し
ま
し
た
。
豊
岡
に
あ
る
資
源
を
燃

料
と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再

生
で
き
る
資
源
を
有
効
利
用
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

台
車
に
乗
せ
た
木
材
を
炭
焼
き
窯
に
入

れ
て
焼
き
、
台
車
ご
と
取
り
出
し
て
冷
却

す
る
設
備
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
開
発
に
よ
り
、
手
作
業
で
炭
焼
き

を
す
る
場
合
に
比
べ
て
木
炭
の
量
産
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
木
材
の

利
用
が
増
加
し
、
間
伐
、
除
伐
な
ど
が
行

わ
れ
る
里
山
が
増
え
ま
し
た
。

　

成
長
し
た
木
の
伐
採
は
、
森
の
若
返
り

に
よ
る
持
続
性
の
確
保
や
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
量
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

代
表
者
の
田
沼
茂
之
さ
ん
は
「
こ
の
窯

で
製
造
し
た
炭
は
着
火
性
が
良
く
、
は
じ

ら
ず
に
安
心
し
て
使
用
で
き
る
の
で
、
お

客
さ
ん
（
飲
食
店
な
ど
）
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
圧
縮
梱
包
機
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
減
容
機
の
導
入

〔
㈲
ナ
カ
ニ
シ
グ
ロ
ー
バ
ル（出

石
町
袴
狭
）〕

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
精
製
設

備
の
導
入

〔
㈲
円
山
Ｅ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス（
日
撫
）〕

白
炭
製
造
省
力
化
設
備
の
開
発

〔
神
鍋
白
炭
工
房（
日
高
町
栗
栖
野
）〕
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「
ご
み
搬
入
物
検
査
員
」
か
ら
見
た
最
近
の
ご
み
事
情 

　

私
た
ち
は
、
現
在
、
全
国
ど
こ

で
も
同
じ
よ
う
な
食
材
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
正
月
や
節
句
な
ど
の
年

中
行
事
に
食
べ
ら
れ
て
き
た
地
域

独
自
の
伝
統
食

も
、
家
庭
で
作

ら
れ
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
地
元
の
米
や
旬
の

野
菜
、
魚
の
お
い
し
さ
が
忘
れ
ら

れ
か
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
す
豊
岡
は
、
海

や
山
、
川
な
ど
の
自
然
に
恵
ま
れ
、

田
ん
ぼ
や
畑
で
は
、
米
作
り
や
野

菜
作
り
が
行
わ
れ
、
安
全
安
心
で

新
鮮
な
農
林
水
産
物
が
手
に
入
り

や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

豊
岡
で
と
れ
た
米
や
野
菜
、
魚

な
ど
を
豊
岡
で
消
費
す
る
こ
と
は
、

輸
送
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
を
抑
制
で
き
る
上
に
、
農
地
を

保
全
し
、
農
林

水
産
業
を
維
持

す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
岡

な
ら
で
は
の
食

文
化
を
見
直
し
、

地
元
の
も
の
づ
く
り
を
大
切
に
す

る
こ
と
は
、
豊
岡
の
誇
れ
る
ブ
ラ

ン
ド
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
期
待
で
き
ま
す
。

　

「
ち
ょ
っ
と
で
も
」
を
心
が
け
、

地
産
地
消
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
地
産
地
消
の
推
進
・
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
」 

１２ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。今
回
は
、地
元
で
と
れ
た
農
林
水
産
物
や
地
元
で
生
産
さ
れ

た
製
品
を
地
元
で
消
費
す
る
こ
と
が
、環
境
の
保
全
を
始
め
、豊
か
な
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7

21

　
「
ご
み
搬
入
物
検
査
員
」
は
、
豊

岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
運
転

維
持
管
理
と
環
境
を
守
る
た
め
、

「
搬
入
さ
れ
る
ご
み
が
適
正
に
分

別
さ
れ
て
い
る
か
」、「
危
険
物
・

適
正
処
理
困
難
物
が
混
入
し
て
い

な
い
か
」、「
条
例
で
認
め
て
い
な

い
産
業
廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ
て

い
な
い
か
」
な
ど
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
に
掲

げ
た
ご
み
減
量
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
打
ち

出
し
て
お
り
、
平
成　

年
度
の
ご

２０

み
量
は
、
豊
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
稼

働
開
始
以
来
最
低
に
な
る
見
込
み

で
す
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

ま
す
が
、
中
に
は
「
可
燃
ご
み
の

水
切
り
が
不
十
分
」、「
燃
や
さ
な

い
ご
み
に
、
靴
、
プ
ラ
製
ま
な
板

や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
の
燃
や
す

ご
み
が
混
入
し
て
い
る
」、「
び
ん
・

か
ん
の
ド
リ
ン
ク
剤
の
キ
ャ
ッ
プ

が
付
い
た
ま
ま
、
中
身
が
残
っ
て

い
る
」、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
に
残
飯
が
残
っ
て
い
る
」
な

ど
、
分
別
の
不
徹
底
な
も
の
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
度
「
家
庭
ご
み
の
分
別

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
手
引
き
」
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
ル
ー
ル
ど
お
り
に

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●「
も
っ
た
い
な
い
」
を
考
え
て

　

賞
味
期
限
切
れ
の
食
品
、
規
格

外
で
出
荷
で
き
な
か
っ
た
野
菜
、

ま
だ
使
用
可
能
な
家
電
製
品
や
家

具
、
自
転
車
な
ど
が
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
使
い
捨
て
」と
い
っ
た
言
葉
を

捨
て
、
今
一
度
「
使
え
な
い
か
」

を
考
え
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

〇
地
元
で
と
れ
た
安
全
・
安
心

な
農
林
水
産
物
を
積
極
的
に

購
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
野
菜
や
魚
の
旬
を
意
識
し
、

伝
統
食
の
良
さ
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

○
食
事
は
作
り
過
ぎ
ず
、
食
べ

残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▲持ち込まれるごみの
検査

　

今
回
は
、
日
常
の
検
査
の
中
で

検
査
員
が
気
付
い
た
こ
と
を
お
話

し
し
ま
す
。

●「
危
険
物
の
混
入
」
は
危
険

　

指
定
袋
の
中
に
中
身
が
見
え
な

い
状
態
で
危
険
物
が
入
っ
て
い
る

と
作
業
員
が
け
が
を
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

刃
物
お
よ
び
割
れ
物
な
ど
は
、小

袋
や
箱
な
ど
を
用
い
て
分
か
り
や

す
く
表
示
し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

収
集
運
搬
や
処
理
・
処
分
を
し

て
い
る
作
業
者
の
安
全
や
、
一
つ

し
か
な
い
大
事
な
清

掃
施
設
の
ダ
メ
ー
ジ

な
ど
の
こ
と
も
考
え
、

危
険
が
な
い
よ
う
に

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●「
分
別
」
は
徹
底
し
て

　

現
在
は
、
燃
や
す
ご
み
、
燃
や

さ
な
い
ご
み
、
び
ん
・
か
ん
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
、
紙
製
容
器
包
装
の
６
種

類
に
分
別
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

　

ご
み
処
理
施
設
の
最
前
線
に

立
つ「
ご
み
搬
入
物
検
査
員
」は
、

搬
入
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
適
正

な
ご
み
処
理
の
た
め
、
努
力
を

積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【　

月
】

１１
　

日
・
竹
野
カ
ニ
カ
ニ
カ
ー
ニ
バ
ル

１６
　

日
・
新
庁
舎
建
設
市
民
検
討
委

１８

員
会
報
告
書
提
出

　

日
・
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯

２０

の
入
湯
者
３
万
人
達
成

　

日
・
仲
田
光
成
記
念
豊
岡
竹
野

２１

全
国
か
な
書
展（
〜　

日
）

２４

　
　

・
野
口　

健
と
環
境
問
題
を

考
え
る
講
演
会
・
国
府
の

宝
を
み
が
こ
う
・
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム（
〜　

日
）

２２

　
　

・
室
伏
広
治
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

日
・
カ
ニ
王
国
開
国
式

２３【　

月
】

１２１日
・
豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式

　
　

・
第
５
回
市
議
会
定
例
会
開

会（
〜　

日
）

１９

２
日
・
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施

設
整
備
に
係
る
基
本
協
定

締
結

３
日
・
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想

（
案
）市
民
説
明
会
（
城
崎

総
合
支
所
）

６
日
・
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想

（
案
）市
民
説
明
会
（
じ
ば

さ
ん
但
馬
）

　
　

・
市
民
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

８
日
・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

９
日
・
中
国
江
西
省
の
農
業
産
業

化
研
修
団
視
察
来
市
（
〜

　

日
）

１１

　

日
・
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想

１２

（
案
）市
民
説
明
会
（
竹
野

総
合
支
所
）

　

日
・
小
児
救
急
セ
ミ
ナ
ー

１３

　
　

月　

日
、
た
ん
た
ん
温
泉
福

１１

２０

寿
の
湯（
但
東
町
坂
野
）の
入
湯
者

が
３
万
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

　

３
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
姫

路
市
か
ら
グ
ル
ー
プ
で
訪
れ
た
斎

木
孝
夫
さ
ん
。
カ
ニ
を
食
べ
に
香

住
で
一
泊
さ
れ
、
出
石
の
皿
そ
ば

を
堪
能
さ
れ
た
帰
り
に
、
但
東
で

案
内
看
板
を
見
て
、
初
め
て
来
館

さ
れ
ま
し
た
。

　

斎
木
さ
ん
に
は
、
く
す
玉
割
り

に
続
き
、
施
設
設
置
者
の
中
貝
市

長
か
ら
記
念
の
花
束
や
コ
シ
ヒ
カ

リ　

キ
ロ
、
温
泉
回
数
券
、
盛
り

３０

豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式

除
雪
シ
ー
ズ
ン
到
来
！
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
ま
す

た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
の
入
湯
者
３
万
人
達
成
！

『
お
湯
よ
し 
人
よ
し 
眺
め
よ
し
』を
３
万
人
が
体
感

だ
く
さ
ん
の
新
鮮
野
菜
な
ど
の
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

祝
福
を
受
け
た
斎
木
さ
ん
は

「
ま
さ
か
自
分
が
３
万
人
目
に
な

る
と
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
ラ
ッ
キ
ー
な
１
日

で
す
。
車
に
積
め
る
か
な
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は
「
予
定
よ
り
１
カ

月
半
も
早
く
入
湯
者
３
万
人
を
達

成
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

３
万
人
目
と
な
っ
た
斎
木
さ
ん
も

ゆ
っ
く
り
温
泉
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
但
東
北
部
地
域
の
交
流
・
情

報
発
信
拠
点
と
な
る
よ
う
、
今
年

７
月　

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設

２８

で
す
。
地
域
住
民
を
中
心
と
し
た

個
人
や
事
業
所
な
ど
で
設
立
さ
れ

た
運
営
管
理
組
合
が
運
営
し
、
来

館
者
を
温
か
く
迎
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
美
人
の
湯
と
い
わ

れ
る
こ
の
温
泉
に
、
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
　

月
１
日
、
本
格
的
な
冬
到
来

１２
を
前
に
除
雪
体
制
を
整
え
る
た
め
、

豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式
を
市
役
所

前
駐
車
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
積
雪
深　

セ
ン
チ
以

１５

上
に
な
る
と
、
早
朝
か
ら
市
道
の

車
道
６
１
１
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
歩
道　

・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、

９６

市
と
委
託
業
者
の
除
雪
車
１
２
６

台
で
除
雪
作
業
に
当
た
り
ま
す
。

　

発
隊
式
に
は
、
業
務
に
当
た
る

本
庁
の
除
雪
隊
員
（
都
市
整
備
部

職
員
）
約　

人
が
参
加
し
、
ず
ら

６０

り
と
並
ん
だ
除
雪
車
の
前
で
中
貝

市
長
か
ら
訓
示
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
今
シ
ー
ズ
ン
も
市
民

の
日
常
生
活
を
守
る
た
め
、
心
に

余
裕
を
持
っ
て
、
丁
寧
に
除
雪
を

お
願
い
し
ま
す
。
体
に
気
を
付
け

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
除
雪

隊
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
除
雪
作
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲市長から訓示を受ける除雪隊（都市整
備部職員）

▲記念品を受け取る入湯者３万人目と
なった斎木さん夫婦

　
　

月
２
日
、
広
域
ご
み
・
汚
泥

１２
処
理
施
設
建
設
地
の
地
元
区
で
あ

る
竹
野
町
森
本
区
、
坊
岡
区
と
北

但
行
政
事
務
組
合
の
三
者
で
、
施

設
整
備
に
当
た
っ
て
の
基
本
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
書
は
、
施
設
を
整
備

す
る
に
当
た
り
、
環
境
の
保
全
に

配
慮
し
、
先
進
的
な
環
境
創
造
の

取
組
み
を
図
る
こ
と
や
、
情
報
公

開
の
徹
底
を
図
る
こ
と
な
ど
、
基

本
的
な
取
組
み
を
内
容
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
組
合
は
、
こ
の
協
定
内

容
を
守
り
、
安
心
・
安
全
な
施
設

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
整
備

基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
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再
び
、ジ
オ
パ
ー
ク 

植
村
直
己
冒
険
賞
受
賞
者
の
野
口　
 
健 
さ
ん
が
来
市

け
ん

環
境
問
題
は
み
ん
な
が
主
役　
自
然
と
い
う
宝
を
大
切
に

　
　

月　

日
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

１１

２１

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
、
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
活
躍
さ
れ
た

室
伏
広
治
さ
ん
と
、
ミ
ズ
ノ（
株
）

専
務
取
締
役
で
、
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
ミ
ズ
ノ
契
約
責
任

者
で
あ
る
、
香
美
町
香
住
区
出
身

の
上
治
丈
太
郎
さ
ん
を
迎
え
、「
夢

を
追
い
求
め
て
」を
テ
ー
マ
に「
室

伏
広
治
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
を
日
高

文
化
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
み
ぞ
れ
交
じ
り
の
悪

天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
６
０
０
人

を
超
え
る
来
場
者
で
、
会
場
内
は

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
室
伏
さ

ん
は
、
室
伏
さ
ん
の
こ
と
も
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と
も
知
り
尽
く

し
た
上
治
さ
ん
を
聞
き
手
と
し
、

自
身
の
練
習
風
景
な
ど
の
映
像
も

交
え
な
が
ら
、
夢
の
実
現
に
は
、

自
分
で
考
え
判
断
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
室
伏
さ
ん
は
、
陸
上
競

技
に
関
す
る
質
問
だ
け
で
な
く
、

競
技
を
離
れ
た
質
問
に
ま
で
丁
寧

に
答
え
、「
抱
き
し
め
て
」
と
お
願

い
す
る
女
子
高
校
生
や
、
２
階
席

か
ら
握
手
を
求
め
る
男
子
高
校
生

な
ど
の
要
望
に
も
気
軽
に
応
じ
る

な
ど
、
温
か
い
魅
力
に
包
ま
れ
た

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日
と　

日
の
２
日
間
、

１１

２１

２２

２
０
０
７
年
植
村
直
己
冒
険
賞
受

賞
者
の
野
口　

健
さ
ん
が
来
訪
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
植
村
直
己
さ
ん
の

母
校
の
府
中
小
学
校
児
童
と
一
緒

に
「
国
府
の
宝
を
み
が
こ
う
」
と

題
し
た
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
学
校
を
出
発
し
た
児
童

た
ち
は
、
普
段
何
げ
な
く
見
て
い

た
神
社
や
公
園
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

国
府
地
区
公
民
館
の
皆
さ
ん
か
ら

聴
き
な
が
ら
清
掃
し
、
日
高
町
上

郷
の
円
山
川
河
川
敷
で
野
口
さ
ん

と
合
流
。
そ
の
後
、
河
川
敷
や
河

畔
林
を
清
掃
し
、廃
タ
イ
ヤ
、空
き

缶
な
ど
、軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の

ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

野
口
さ
ん
は
「
〝
ゴ
ミ
を
減
ら

さ
な
け
れ
ば
〞
と
思
っ
て
い
る
だ

け
で
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
行
動

に
移
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
恵
ま

れ
た
自
然
、
こ
の
宝
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
夜
は
、
豊
岡

市
民
プ
ラ
ザ
で
環
境
問
題
に
つ
い

て
の
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、
翌
日

　

日
に
は
、
豊
岡
南
中
学
校
で
開

２２催
し
た
市
内
中
学
校
の
生
徒
代
表

者
と
の
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
、
自
身
の
経
験

を
交
え
な
が
ら
、
今
、
何
が
大
切

か
を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

室
伏
広
治
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催

夢
の
実
現
に
は
自
分
で
考
え
判
断
す
る
こ
と
が
大
切

▲質問者と握手するため２
階席に向かった室伏広治
さん

▲府中小学校児童と
一緒に清掃活動を
する野口　健さん

　

冬
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
雪
は

日
常
生
活
に
は
厄
介
な
も
の
で
す

が
、
実
は
暖
か
い
も
の
で
す
。

　

冬
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
や
っ
て
く

る
、
上
空
で
マ
イ
ナ
ス　

度
、
マ

３０

イ
ナ
ス　

度
と
い
う
寒
気
団
が
対

４０

馬
暖
流
か
ら
大
量
の
水
蒸
気
を
立

ち
昇
ら
せ
、
そ
の
水
蒸
気
が
冷
や

さ
れ
て
落
ち
て
く
る
の
が
雪
で
す
。

雪
が
降
る
と
い
う
こ
の
仕
組
み
が

な
け
れ
ば
、
日
本
の
野
山
は
も
っ

と
冷
た
い
寒
気
団
に
直
撃
さ
れ
て
、

ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
植

物
に
と
っ
て
、
体
を
包
ん
で
く
れ

る
雪
は
、
あ
る
意
味
、
暖
か
い
毛

布
な
の
で
す
。

　

約
２
千
５
百
万
年
前
、
日
本
は

ア
ジ
ア
大
陸
の
東
の
端
に
へ
ば
り

つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
約

１
千
万
年
か
け
て
大
陸
か
ら
離
れ

て
中
緯
度
に
下
が
り
、
日
本
海
が

で
き
、
対
馬
暖
流
が
日
本
海
に
流

れ
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本

の
多
様
な
気
候
風
土
と
生
物
層
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
冬
に
日
本

海
側
に
大
量
に
降
る
雪
は
、
太
平

洋
側
の
晴
天
を
も
た
ら
す
だ
け
で

な
く
、
夏
に
も
枯
れ
る
こ
と
の
な

い
豊
か
な
水
と
な
り
、
動
植
物
を

養
い
ま
す
。
雪
は
天
然
の
ダ
ム
だ

と
言
う
人
も
い
ま
す
。

　

も
し
日
本
海
が
誕
生
し
て
い
な

け
れ
ば
、
今
ご
ろ
私
た
ち
は
日
本

語
で
は
な
く
ロ
シ
ア
語
を
話
し
、

日
本
酒
で
は
な
く
ウ
オ
ッ
カ
を
飲

ん
で
口
か
ら
火
を
噴
き
、
極
寒
の

冬
に
震
え
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
日

本
列
島
形
成
と
日
本
海
誕
生
の
ド

ラ
マ
が
テ
ー
マ
で
す
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
季
節
の

変
化
が
は
っ
き
り
し
た
日
本
の
気

候
風
土
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
象
徴
さ

れ
る
生
き
物
の
多
様
性
も
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
で

が
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
つ
な
が
る
と
い

う
の
は
、
さ
す
が
で
す（
笑
）。

　

山
陰
海
岸
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
へ
の
第
１
回
の
推
薦
か
ら
は
漏

れ
ま
し
た
が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

の
一
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
関
係
地
域
の
連
携
を

一
層
強
め
て
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
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月　

日
、「
津
居
山
か
に
争
奪
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん

１２

１０

大
会
」（
主
催
・
城
崎
温
泉
観
光
協
会
）
が
、
Ｊ
Ｒ
城

崎
温
泉
駅
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、　

月
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

１１

２１

１８

で
の
毎
週
水
曜
日
（　

月　

日
は
除
く
）、
午
前　

時

１２

３１

１１

か
ら
Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
前
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

毎
回
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
見
事
に
津
居
山
か
に
を
獲
得
し
た
内
田

祥
子
さ
ん（
大
阪
府
枚
方
市
）は
「
思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
す
」
と
景
品
を
手
に
大
喜
び
。
そ
の
他
の
参
加

者
数
人
に
は
海
産
物
の
干
物
な
ど
が
手
渡
さ
れ
、
参

加
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
６
日
、
カ
バ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

１２
を
し
た
コ
バ
ス（
Ｂ
ル
ー
ト
）が
初
運
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
ま
ち
ご
と
カ
バ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
実
行
委
員
会
が
、
来
年
４
月
か
ら
開
催
さ
れ

る
兵
庫
県
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
か
ば
ん
産
業

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

乗
客
の
北　

房
代
さ
ん（
幸
町
）は
「
通
勤
で
週
４

日
、
コ
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
楽
し
そ
う
で
、
よ
り

親
し
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
バ
ス
に
乗
る
と
、
大
き
な
窓
か
ら
の
視
界
は
良

好
。
い
つ
も
の
街
並
み
が
違
っ
て
見
え
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
１
周
約　

分
の
市
街
地
再
発
見
の
旅

４０

に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

　
　

月
９
日
、
男
の
料
理
教
室
が
、
竹
野
南
地
区
公

１２
民
館（
同
館
主
催
）で
開
催
さ
れ
、
メ
タ
ボ
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
予
防
料
理
に　

人
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

１７

　

教
室
で
は
、
い
ず
み
会
竹
野
支
部
か
ら
３
人
の
講

師
を
招
き
、
カ
レ
イ
の
煮
付
け
、
焼
ギ
ス
ご
は
ん
、

煮
し
め
、
水
菜
の
ジ
ャ
コ
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し
た
。

講
師
が
「
料
理
は
手
も
頭
も
使
う
の
で
認
知
症
予
防

に
な
り
ま
す
」
と
話
す
と
、
参
加
者
は
、
和
や
か
な

中
に
も
真
剣
に
料
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

福
丸
嘉
明
さ
ん（
竹
野
町
御
又
）は「『
作
る
人
の
気

持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
』
と
妻
に
言
わ

れ
参
加
し
ま
し
た
。
立
ち
仕
事
の
大
変
さ
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲市街地を周る全身カバンの ｢コバス ｣

▲さぁ、誰が勝ち残るかな？じゃんけんぽん！

▲カレイの味付けを教わる参加者たち

市
街
地
循
環
バ
ス
「
コ
バ
ス
」
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ル
ン
ル
ン
気
分
でコバ

ス
に
乗
車

津
居
山
か
に
争
奪
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
大
会

勝
っ
た
！
負
け
た
！

会
場
は
大
に
ぎ
わ
い

男
の
料
理
教
室

楽
し
く
作
っ
て
楽
し
く
食
べ
て

メ
タ
ボ
も
認
知
症
も
予
防
し
よ
う
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　
　

月
３
日
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
地
元
産
の
新
そ

１２
ば
を
使
っ
た
出
石
皿
そ
ば
の
試
食
会
兼
説
明
会
が
、

城
山
ガ
ー
デ
ン（
出
石
町
内
町
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
石
地
域
で
は
、
３
年
前
か
ら
地
元
で
、
化
学
肥

料
や
農
薬
の
使
用
を
抑
え
た
「
ひ
ょ
う
ご
安
心
ブ
ラ

ン
ド
」（
県
認
定
ブ
ラ
ン
ド
）
や
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

舞
」（
豊
岡
市
認
定
ブ
ラ
ン
ド
）
の
そ
ば
栽
培
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
質
味
共
に
上
々
で
す
。

　

当
日
は
、
出
石
皿
そ
ば
協
同
組
合
や
出
石
そ
ば
生

産
組
合
な
ど
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
甘
く
て
香
り
豊

か
な
新
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
ち
、　

月
６
日
、
同
地
域

１２

内
の　

店
舗
で
一
斉
に
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

３０

　
　

月
２
日
、
府
中
小
学
校
で
、
郷
土
学
習
が
行
わ

１２
れ
、
低
学
年
は
「
国
府
か
る
た
」
で
か
る
た
取
り
を

し
、
中
学
年
は
「
国
府
も
の
が
た
り
」
を
学
び
、
高

学
年
は
但
馬
国
府
の
由
来
や
地
形
の
成
り
立
ち
な
ど

を
学
習
し
ま
し
た
。

　
「
国
府
か
る
た
」
と
「
国
府
も
の
が
た
り
」
は
、
国

府
地
区
公
民
館
が
主
体
に
な
り
、
地
元
有
志
の
協
力

を
得
て
、
地
区
の
歴
史
や
伝
承
を
聞
き
取
り
作
ら
れ

た
も
の
で
、
楽
し
く
歴
史
・
文
化
を
学
び
、
郷
土
愛

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
優
れ
た
教
材
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
功
績
に
よ
り
、
同
公
民
館
は　

月
に
全
国

１０

優
良
公
民
館
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

か
る
た
取
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
に

絵
札
を
取
り
、
元
気
な
声
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。

▲真剣な顔で、絵札を見つめる子どもたち

　
　

月
３
日
、
元
気
で
イ
キ
イ
キ
健
康
づ
く
り
講
演

１２
会
（
資
母
地
区
公
民
館
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

し
２１

ぼ
・
但
東
健
康
を
す
す
め
る
会
共
催
）
が
資
母
地
区

公
民
館
（
但
東
町
中
山
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
県
立
但
馬
長
寿
の
郷
・
理
学
療
法
士
の

小
森
昌
彦
さ
ん
が
「
元
気
で
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
す
た

め
に
は
」
と
題
し
、
食
事
や
運
動
に
つ
い
て
「
自
分

の
体
の
手
入
れ
を
今
の
う
ち
に
す
る
こ
と
が
大
切
。

人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
心
も
元
気
に
な
り
ま
す
」

と
話
し
な
が
ら
参
加
者
と
一
緒
に
体
操
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
上
田
み
ち
子
さ
ん
（
但
東
町
中
山
）
は

「
体
操
で
体
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
笑
顔
で
前
向
き

に
頑
張
っ
て
続
け
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲地元産の新そばを使用した皿そばを
楽しむ関係者ら

▲座りながら手を前に伸ばし、背中と腰を伸ばすスト
レッチをする講師の小森さんと参加者たち

府
中
小
学
校
郷
土
学
習

元
気
い
っ
ぱ
い　

「
国
府
か
る
た
」取
り

元
気
で
イ
キ
イ
キ
健
康
づ
く
り
講
演
会

今
の
う
ち
か
ら

体
の
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う

新
そ
ば
試
食
会
兼
説
明
会

地
元
産
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の

新
そ
ば
が
登
場
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皆
さ
ん
は
フ
ッ
ト
サ
ル
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？
一
見
、
サ
ッ
カ
ー
の
縮
小
版

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
い

ろ
ん
な
違
い
や
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
を
、

１
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
伝
え
た
い
と
の
思
い

で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｆ
Ｓ
Ｍ

Ｄ（
フ
ッ
ト
サ
ル
マ
ラ
ド
ナ
）代
表

の
田
中
啓
介
さ
ん
。
同
会
を
平
成

　

年　

月
に
発
足
さ
せ
、
地
元
有

１９

１１

志
が
集
い
、
誰
も
が
気
軽
に
楽
し

く
フ
ッ
ト
サ
ル
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
サ
ッ
カ
ー
の

４
分
の
１
ほ
ど
の
コ
ー
ト
で
５
人

対
５
人
で
プ
レ
ー
し
ま
す
。
ス
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
タ
ッ
ク
ル
の
よ
う
な

接
触
プ
レ
ー
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
安
心
し

て
楽
し
め
る
競
技
と
し
て
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ル
ー
ル
が
簡
単
で
覚
え

や
す
く
、
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
機
会

も
多
い
こ
と
か
ら
誰
に
で
も
シ
ュ
ー

ト
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
チ
ー
ム
と

の
一
体
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
団
体
球
技
は
あ
る
程

度
の
人
数
が
そ
ろ
わ
な
い
と
試
合

ど
こ
ろ
か
練
習
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
フ
ッ
ト
サ
ル
を
１
度

体
験
し
た
い
と
思
っ
た
人
に
は
、

こ
ん
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ｄ
で
は
、
未
経
験
者
１

人
で
も
参
加
で
き
る
フ
ッ
ト
サ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、
毎

週
木
曜
日
の
午
後
８
時
か
ら　

時
１０

ま
で
、
県
立
但
馬
技
術
大
学
校
の

体
育
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
初
め
て
コ
ー
ト

に
立
つ
人
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

よ
う
に
と
、
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
や

パ
ス
ま
わ
し
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を

交
え
な
が
ら
、
丁
寧
な
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
継
続
的
に
参
加

し
て
い
る
人
た
ち
は
「
来
た
ボ
ー

ル
を
相
手
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
ひ

た
す
ら
蹴
り
続
け
る
だ
け
で
も
十

分
に
爽
快
感
が
味
わ
え
る
ん
で
す
。

そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
い
ろ
い
ろ
と

身
に
つ
け
て
い
け
る
し
、
ボ
ー
ル

に
触
れ
る
機
会
が
多
い
か
ら
自
然

と
上
達
も
早
い
ん
で
す
よ
」
と
楽

し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
当
面
は
、フ
ッ
ト
サ
ル
人
口
を

増
や
す
こ
と
」
と
は
っ
き
り
と
し

た
目
標
を
持
つ
田
中
さ
ん
は
「
屋

内
外
を
問
わ
ず
で
き
る
フ
ッ
ト
サ

ル
は
、
雨
天
が
多
い
但
馬
特
有
の

気
候
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
チ
ー
ム

名
を
考
え
た
り
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
何
に
し
よ
う
か
迷
っ
た
り
、
気

の
合
っ
た
仲
間
と
練
習
や
試
合
を

や
っ
て
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
す
、

そ
の
楽
し
み
を
味
わ
う
の
に
年
齢

や
性
別
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
」
と

話
し
ま
す
。

　

何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い

と
考
え
て
い
る
あ
な
た
、
フ
ッ
ト

サ
ル
で
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

▲ＦＳＭＤ代表の田中啓介さん。（財）
日本サッカー協会公認Ｃ級コーチ
ライセンスを持つ。いつでも楽しむ
ことを忘れない爽やかな男性。趣味
はサイクリング

「たのしくやろーよ」
楽しむことが活動の原点

田
中　

啓
介
さ
ん（　

歳
）泉
町

３０

　

豊
岡
地
域
で
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
く
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
取

り
組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。プ
レ
ー
す
る
機
会
を
提
供
し
、

そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
代
表
者
を

紹
介
し
ま
す
。

▲ゲーム感覚で楽しく練習する参加者たち

▲

ミーティングで的確なアド
バイスをする田中さん

フ
ッ
ト
サ
ル
っ
て

こ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ

〔問合せ〕田中さん�０７０－６４５０－０５５２
futsal.md@gmail.com 「たのしくやろーよ」でweb検索

環
境
作
り
の
た
め
発
足

未
経
験
者
で
も
参
加
で
き
る

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

楽
し
む
こ
と
に

年
齢
や
性
別
は
関
係
な
い
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「
え
だ
ま
め
ら
ん
ど
」
は
、
双
子
、

三
つ
子
な
ど
の
多
胎
児
を
抱
え
る

親
の
サ
ー
ク
ル
で
、
豊
岡
地
域
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
に
発
足
し
、
現
在　

組
の
親

１４

３０

子
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
毎
月
第
３

火
曜
日
の
定
例
会
と
、

お
し
ゃ
べ
り
会
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
、
年　
１４

〜　

回
、
城
南
保
育
園

１５
や
県
立
但
馬
文
教
府
な

ど
で
開
催
し
、
近
況
を

報
告
し
合
っ
た
り
、
育

児
の
悩
み
や
コ
ツ
な
ど

の
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

定
例
会
の
時
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
登
録

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
保
育

を
依
頼
し
、
ゆ
っ
く
り

話
が
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
宮
下
明
子
さ
ん（
下
陰
）

は
「
豊
岡
に
嫁
い
で
来
て
双
子
を

生
み
、
知
り
合
い
も
な
く
、
遊
び

場
も
分
か
ら
ず
、
不
安
な
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
会
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
友
達
が
で

き
、
１
人
で
２
人
の
子
ど
も
を
連

れ
て
外
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

ま
た
「
え
だ
ま
め
ら
ん
ど
」
で

は
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
ベ
ビ
ー

カ
ー
や
服
、
靴
な
ど
を

会
員
間
で
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
ま
す
。
こ
の

取
組
み
は
、
環
境
に
も

会
員
に
も
優
し
く
「
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
」
と
大
好
評
で
す
。

　
「
同
じ
立
場
の
方
の

話
が
聞
け
る
だ
け
で

と
て
も
心
強
く
、
安
心

で
き
ま
す
。
今
で
は
、

悩
み
の
相
談
を
受
け

て
も
『
大
丈
夫
よ
。
い

つ
か
楽
に
な
る
か
ら
』

と
励
ま
す
こ
と
が
で

き
る
自
分
が
い
る
。
そ

れ
が
何
よ
り
う
れ
し

い
」
と
話
す
宮
下
さ
ん
は
、
子
育

て
の
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

　

多
胎
児
の
子
育
て
に
悩
ん
で
い

る
あ
な
た
、
１
人
で
悩
ま
ず
に
一

緒
に
話
し
ま
せ
ん
か
。　

『
え
だ
ま
め
ら
ん
ど
』（
豊
岡
）

多
胎
児
を
抱
え
る
親
の
サ
ー
ク
ル

　

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
清

滝
小
学
校
の
隣
に
あ
る
清
滝
保
育

園
。
近
く
を
流
れ
る 
稲  
葉  
川 
で
は
、

い
な 
ん
ば 
が
わ

神
鍋
火
山
群
か
ら
流
れ
出
し
た
溶

岩
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
美
し
い
滝

や
渓
流
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

月　

日
、
清
滝
保
育
園
で
は

１２

１２

恒
例
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ

の
様
子
を
の
ぞ
い

て
み
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
て
い
る
と
、

　

サ
ン
タ
さ
ん

が
持
っ
て
き
た

大
き
な
白
い
袋

に
は
何
が
入
っ

て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
サ
ン
タ
さ
ん

が
中
身
を
取
り
出

し
て
み
る
と
、
た

く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
！
園
児
一

人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
先
生
か
ら

は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
「
き
よ
し　
こ

の
夜
」
の
演
奏
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
日
の

お
昼
ご
は

ん
は
特
別

に
バ
イ
キ

ン
グ
。
大

き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
囲
ん

で
、
鳥
の
唐
揚
げ
や
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
、
野
菜
の
煮
物
な
ど
が
た
く

さ
ん
盛
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
は
思
い
思
い
に
取
っ
て

食
べ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

１１ 

清
滝
保
育
園 （
日
高
） 

〈
園
児
４８
人
〉 

部
屋
の
外
か
ら
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の

音
が
。「
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
た
の
か

な
」。園
児
た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。

　

部
屋
を
暗
く
し

て
、
ロ
ー
ソ
ク
に

灯
り
を
と
も

し
て
待
っ
て

い
る
と
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
サ
ン
タ
さ
ん
を
見
る

と
園
児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。「
今

日
は
ト
ナ
カ
イ
に
乗
っ
て
来
た

の
？
」「
何
で
赤
い
服
を
着
て
る

の
？
」「
ど
こ

か
ら
来
た

の
？
」な
ど
、

い
ろ
ん
な
質

問
を
し
て
い

ま
し
た
。

▲クリスマス会は約１００人の親子で盛り上がりました

サ
ン
タ
さ
ん

サ
ン
タ
さ
ん

が
登
場
！

が
登
場
！

ジ
ン
グ
ル
ベ

ジ
ン
グ
ル
ベ

ル
の
音
が
近
づ
い
て
き
た
！

ル
の
音
が
近
づ
い
て
き
た
！

い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
ら
っ
た
よ

も
ら
っ
た
よ

お
昼
ご
は
ん
は
バ
イ
キ
ン
グ

お
昼
ご
は
ん
は
バ
イ
キ
ン
グ
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シ
リ
ー
ズ 

15

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
ご
と
相
談（
家
庭
児
童
相
談
室
） 

（
最
終
回
） 

　

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
乳
幼
児

期
の
子
ど
も
た
ち
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
４
つ
の
取
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

▽
課
題

・
ど
ろ
ん
こ
遊
び
や
草
花
遊
び
な

ど
自
然
に
触
れ
る
体
験
が
不
足

・
苦
手
な
こ
と
へ
挑
戦
す
る
気
持

ち
が
弱
い

・
基
本
的
生
活
習
慣
の
欠
如
（
テ

レ
ビ
の
見
過
ぎ
、
ゲ
ー
ム
の
し

過
ぎ
な
ど
）

・
体
力
の
低
下

・
食
生
活
の
乱
れ

●
課
題
解
決
の
た
め
の
４
つ
の
取

組
み

①
心
身
共
に
健
や
か
な
子
ど
も
を

育
て
る
「
運
動
遊
び
」

　
「
動
け
る
身
体
」を
つ
く
る
と
と

も
に
脳
を
活
性
化
さ
せ
、「
こ
こ

ろ
」
の
成
長
を
促
し
て
い
く
運
動

遊
び
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
遊
び
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

動
物
に
変
身
し
た
り
、
身
体
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
く
遊

び
な
が
ら
、
支
持
力
、
跳
躍
力
、

懸
垂
力
な
ど
の
基
礎
体
力
を
身
に

つ
け
て
い
き
ま
す
。

②
た
く
ま
し
い
心
を
育
む
「
自
然

体
験
」

　

地
域
の
自
然
を
生
か
し
た
直
接

体
験
、
感
動
体
験
な
ど
体
験
活
動

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
ど
ろ
ん

こ
遊
び
、
雪
遊
び
、
水
遊
び
、
基

地
づ
く
り
、
探
検
、
動
物
飼
育
や

植
物
栽
培
な
ど
、
身
近
に
で
き
る

体
験
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

③
想
像
力
や
豊
か
な
感
性
を
育
む

「
読
み
聞
か
せ
」

　

推
薦
図
書
を
選
定
し
、「
読
み
聞

「
根
っ
こ
づ
く
り
」「
幹
づ
く
り
」へ
の
挑
戦
シ
リ
ー
ズ 

根
っ
こ
を
育
て
る
す
く
す
く
プ
ラ
ン
の
推
進 

　
市
で
は
、
遊
び
や
体
験
を
通
し
、
乳
幼
児
期
に 

培
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
豊
か
な
心
」
と
「
健
や 

か
な
体
」
を
つ
く
る
『
す
く
す
く
プ
ラ
ン
』
を
策 

定
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
の
「
乳
幼
児
期
に
お
け
る
４
つ
の
取
組
み
」
と
「
す
く
す 

く
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
」
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

5

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係
　
29
　
0
0
5
3

－
 

（
最
終
回
） 

　

市
が
行
っ
て
い
る「
子
育
て
支
援
事
業
」を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
《
問
合
せ
》こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
家
庭
相
談
係
�　

－

０
０
５
３

２９

か
せ
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
集

中
し
て
話
を
聞
く
力
を
育
て
る
、

言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
を
育

て
る
、
本
に
対
す
る
興
味
を
育
て

る
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

④
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
る
「
省
テ
レ
ビ
作
戦
」

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
幼
稚
園
・
保
育
園
が

連
携
し
「
省
テ
レ
ビ
作
戦
」
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
と
連

携
し
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確

立
に
向
け
て
、テ
レ
ビ
視
聴
時
間
・

ゲ
ー
ム
時
間
の
削

減
、
睡
眠
時
間
や
、

家
族
と
の
団
ら
ん

の
時
間
確
保
な
ど

を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

す
く
す
く
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会

は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
兵
庫
教
育

大
学
大
学
院
准
教
授
の
淀
澤
勝
治

さ
ん
を
迎
え
、
保
育
士
、
幼
稚
園

教
諭
、
小
学
校
教
諭

そ
れ
ぞ
れ
４
人
ず
つ

の
計　

人
で
構
成
し

１６

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
５
歳
児
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
す
べ
て
の
５
歳
児
に
つ
け
た

い
力
）
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
こ
と
で
も

　

家
庭
児
童
相
談
室
は
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
所
で

す
。
子
ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
悩

み
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
、
本
人
、

家
庭
、
学
校
、
地
域

の
方
々
な
ど
、
ど
な

た
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
専
門
の
相
談
員
が
対
応

　

相
談
に
は
、
専
門
の
相
談
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
す
べ
て
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
、

医
療
・
福
祉
専
門
機
関
な
ど
と
連

携
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
必
要
に
応
じ
て
訪
問
も

　

相
談
は
、
来
所
ま
た
は
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
が
、
来
所
に
抵
抗

が
あ
る
方
な
ど
に
は
、
相
談
員
が

訪
問
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
主
な
相
談
の
内
容

・
家
庭
生
活（
子
育
て
の
悩
み
、　

家
庭
内
暴
力
や
児
童
虐
待
、
わ

が
ま
ま
、
内
気
、
反
抗
、
子
ど

も
の
性
格
な
ど
）

・
学
校
生
活
な
ど
（
保
育
所
、
幼

稚
園
、
学
校
で
の
集
団
生
活
、

い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
）

・
心
身
の
発
達
（
知
能
、
言
葉
の

遅
れ
や
心
身
の
障
害
な
ど
）

・
そ
の
他
（
子
ど
も
や
家
庭
に
つ

い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事
）

●
相
談
窓
口
の
紹
介
も

　

市
内
に
は
、
次
の
よ
う
に
多
く

の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
相
談

室
で
は
、
こ
れ
ら
相
談
窓
口
の
紹

介
や
あ
っ
せ
ん
も
行
い
ま
す
。

・
乳
幼
児
（
保
健
セ
ン
タ
ー
、
子

育
て
セ
ン
タ
ー
、保
育
所
な
ど
）

・
学
齢
児（
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
な
ど
）

・
障
害
児
（
北
但
広
域
療
育
セ
ン

タ
ー
、
出
石
精
和
園
、
出
石
特

別
支
援
学
校
、
豊
岡
聴
覚
特
別

支
援
学
校
な
ど
）

・
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
自
立
支

援
員
な
ど
）

す
く
す
く
プ
ラ
ン

検
討
委
員
会
の
取
組
み

乳
幼
児
期
に
お
け
る

４
つ
の
取
組
み
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■
法
務
大
臣
表
彰

▽
柴
田
紀
代
美
（
千
代
田
町
）

■
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
瀧
下 
壽 
子
   

（
竹
野
町
小
城
）

と
し 

こ

■
近
畿
地
方
更
正
保
護
委
員
会
委

　

員
長
表
彰

▽ 
糸  
賀  
文 
功
   

（
日
高
町
府
市
場
）

い
と 

が 

ぶ
ん 
こ
う

▽
友
田
節
子
（
日
高
町
江
原
）

■
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
川
端
孝
典
（
福
田
）

▽
津
川
た
よ
子
（
引
野
）

■
神
戸
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

▽
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
た
じ
ま　

　
（
大
手
町
）

■
知
事
表
彰

▽
澤
田　

哲
   

（
但
東
町
高
龍
寺
）

さ
と
し

■
知
事
感
謝

▽
岩
崎
節
子
（
庄
境
）

▽
北　

宮
雄
（
幸
町
）

▽
山
口
恭
子
（
戸
牧
）

■
経
済
産
業
省
感
謝

▽
飯
田
み
ど
り
（
日
高
町
名
色
）

▽
塩
�
高
子
（
津
居
山
）

▽
元
井
義
文
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
森
本
妙
子
（
出
石
町
長
砂
）

▽
田
中
満
雄
（
目
坂
）

▽
一
幡　

彰
（
日
高
町
中
）

▽
清
水
正
己
（
出
石
町
袴
狭
）

▽
中
川　

進
（
日
高
町
石
井
）

▽
西
山
重
喜
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
真
狩
和
雄
（
日
高
町
土
居
）

▽
石
田
英
子
（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
小
坂
小
学
校

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
を
核
と

し
て
、
用
水
路
生
き
物
救
出
大
作

戦
や
生
き
物
調
べ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

営
巣
の
森
作
り
、
人
工
巣
塔
の
枝

集
め
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
な

ど
、コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
に
向
け

た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
学
校
と

し
て
県
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

■
川
柳
の
部　

兵
庫
県
芸
術
文
化

　

協
会
賞

▽
手
塚
貞
美
（
出
石
町
町
分
）

▽
別
角
恒
平
（
竹
野
町
松
本
）

▽
今
井　

悟
（
中
郷
）

■
銅
賞

▽
松
原
奈
央
（
豊
岡
総
合
高
１
年
）

▽
豊
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
立

野
町
）
全
天
候
型
コ
ン
パ
ク
ト

メ
ガ
ホ
ン
１
５
２
台
、
折
り
た

た
み
式
サ
ポ
ー
ト
マ
ッ
ト
１
３

８
枚

▽
大
石
建
設
設
備
㈱
（
但
東
町
矢

根
）
児
童
生
徒
用
図
書
計
６
６

０
冊

▽
カ
ネ
カ
ソ
ー
ラ
ー
テ
ッ
ク
㈱　

（
神
美
台
）　

万
円

２０

▽
豊
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
寿

町
）
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
２
台

▽
㈱
但
馬
銀
行
（
千
代
田
町
）　
５０

万
円

▽
富
士
火
災
「
北
近
畿
富
士
代
理

店
会
」（
大
手
町
）　
　

万
円

１０

（
敬
称
略
）

保
護
司
関
係
表
彰

平
成　

年
度

２０
兵
庫
県
統
計
功
労
者
表
彰

兵
庫
県
技
能
顕
功
賞

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

　

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う　
!!

お
姉
ち
ゃ
ん
と
２
人
で
笑
顔
を
い
っ

ぱ
い
見
せ
て
ね
。

（
父 
則
行
・
母 
み
つ
る
、下
陰
）

　

さ
ゆ
、１
歳
お
め
で
と
う　

大
き

!!

く
な
っ
た
ね
。元
気
い
っ
ぱ
い
の
さ

ゆ
が
か
わ
い
く
て
�
癒
さ
れ
て
ま
す
。

（
父 
恭
広
・
母 
知
奈
、
野
田
）

（平成１９年９月９日生）

杉 本　  椛 
もみじ

ちゃん
（平成１９年９月１３日生）

大 石 彩  由 
さ ゆ

ちゃん

　

暴
れ
ん
坊
ほ
く
と
！
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
遊
ん
で
大
き
く
な
ろ
う
ね　
!!

ほ
っ
く
ん
の
笑
顔
サ
イ
コ
ー
�

（
父 
浩
史
・
母 
志
乃
、城
崎
町
湯
島
）

　

ゆ
う
ち
ゃ
ん
、
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
。
い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
あ
り

が
と
う
。

（
父 
智
弘
・
母 
敦
子
、百
合
地
）

　

２
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
歌
と

お
ど
り
が
大
好
き
。
元
気
い
っ
ぱ
い
な
の

ん
ち
ゃ
ん
。優
し
い
女
の
子
に
育
っ
て
ね
！

（
父 
真
介
・
母 
佐
紀
子
、森
）

（平成１９年９月１１日生）

原　  祐  翔 
ゆう と

ちゃん
（平成１９年９月１５日生）

羽渕 北  翔 
ほく と

ちゃん
（平成１８年９月６日生）

平
成　

年
度

２０

グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
表
彰
校

第　

回
但
馬
文
学
の
つ
ど
い

３３
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
協
議
会
長
感
謝
状

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会
長
表
彰

おおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめ
でででででででででで
とととととととととと
うううううううううう

お
め
で
と
う

ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付
・・・・・・・・・・
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
ああああああああああ
りりりりりりりりりり
がががががががががが

寄
付
・
寄
贈
あ
り
が

とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

と
う
ご
ざ
い
ま
す

有岡 野  乃  葉 
の の は

ちゃん

独
立
行
政
法
人

　
情
報
処
理
推
進
機
構

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
標
語
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で
は
、
新

春
を
祝
い
、１
月
３
日（
土
）・
４
日

（
日
）を
特
別
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、

３
日
に
は
、
家
の
繁
盛
や
豊
作
を

願
う
伝
統
芸
能
「 
法  
花  
寺  
万  
歳 
」

ほ
っ 
け
い 

じ 

ま
ん 
ざ
い

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

※　

月　

日（
日
）〜
１
月
２
日

１２

２８

（
金
）は
休
館
し
ま
す
。

■
法
花
寺
万
歳

▽
日
時　

１
月
３

日（
土
）午
前　
１０

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

コ
ウ
ノ

ト
リ
文
化
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
隣
接
施
設
の
休
業
日

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗　
　

月　

日

１２

３０

（
火
）〜
１
月
２
日（
金
）

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

新
春
特
別
開
館

催

し

催

し

　

写
真
展
は
、
次
回
大
会
が
開
催

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
た
め
の
「
賀
詞
交
換

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
５
日（
月
）午
前　
１１

時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　
ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
秘
書
係

　

�　

－

１
１
１
４　

２３

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
直
売
所　
　
１２

月　

日（
月
）〜
１
月
３
日（
土
）

２９

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

�　

－

７
７
５
０

２３

さ
れ
る
来
年
８
月
ま
で
の
間
、
県

内
外
の
主
要
な
公
共
施
設
な
ど
、

　

施
設　

カ
所
で
行
い
ま
す
。
ぜ

１５

１８

ひ
来
場
い
た
だ
き
、鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
場
所
（
市
内
会
場
の
当

面
の
予
定
）

▽
展
示
数　
　

点
（
第　

回
大
会

５６

２９

入
賞
作
品　

点
、
過
去
の
大
会

２８

入
賞
作
品　

点
）

２８

▽
問
合
せ　

兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ

ソ
ン
全
国
大
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
日
高
分
室
内
）　

　

�　

－

１
１
１
６

４２

豊
岡
市賀

詞
交
換
会
の
ご
案
内

第　

回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン

２９

　

全
国
大
会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
巡
回
写
真
展

場　　所日　程

豊岡市民プラザ　
交流サロン

１月７日（水）
　　～２９日（木）

日高農村環境改善
センター　展示ホール

２月１８日（水）
～３月１日（日）

出石総合支所
市民ホール

３月２日（月）
　　～１２日（木）

但東シルク温泉館
休憩所

３月１３日（金）
　　～２３日（月）

　

新
成
人
を
お
祝
い
す
る
式
典
を

開
催
し
ま
す
。
式
典
の
後
に
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
で
ご
縁
が
で
き
た
普
天

間
か
お
り
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

出
席
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日　

１
月　

日（
日
）

１１

▽
場
所　

市
民
会
館　
文
化
ホ
ー
ル

▽
日
程
・
内
容

・
午
後
０
時　

分
〜
受
付

４５

・
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

式
典

３０

・
午
後
２
時　

分
〜　

分　

普
天

１０

５０

間
か
お
り
コ
ン
サ
ー
ト
…
「
守

り
た
い
も
の
」
ほ
か

※
新
成
人
以
外
の
方
は
入
場
で
き

ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
・

社
会
教
育
係
�　

－

０
３
４
１

２３

平
成　

年
度
豊
岡
市
成
人
式

２０
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▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係
�　

－

１
１
１
１

２３

消
防
団
出
初
式

　

図
書
館
で
は
、
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
は
、
初

心
者
も
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月　

日（
日
）、
２
月

１１

１
日（
日
）午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

２
階　

視
聴
覚
講
演
室

▽
対
象　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
が
あ
り
、
両
日
出
席
で
き

る
方

▽
内
容　

朗
読
の
基
礎

▽
講
師　

関
西
国
際
大
学
客
員
教

授
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

高

梨
敬
一
郎
さ
ん

講

座

講

座

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
初
級
）

豊
岡
市
国
際
交
流
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
本
部
・
豊
岡
支
部
】総
務
課
内

�
・　
　

－

５
９
３
１

ＦＡＸ
２４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tia@
city.toyooka.hyogo.jp

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　
　

人
（
先

２０

着
順
）

▽
申
込
期
限　

１
月
９
日（
金
）

▽
問
合
せ　

図
書
館
本
館

　

�　

－

６
１
５
１

２３

▽
対
象　

高
校
生
以
上

◆
外
国
語
講
座

　

楽
し
く
外
国
語
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
参
加
費　

３
、５
０
０
円（
会
員

２
、５
０
０
円
）

▽
定
員　

各
ク
ラ
ス　

人
１５

▽
申
込
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
希
望
の
講
座
名
を

記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日（
月
）

１９

◆
外
国
語
講
座

▽
日
時　

１
月　

日
２０

〜
３
月　

日
の
毎

１０

週
火
曜
日
午
後
７

時　

分
〜
９
時（
計
８
回
）

３０

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

▽
ク
ラ
ス　

英
会
話　

初
級
ク
ラ

ス
、
中
級
ク
ラ
ス

▽
参
加
費　

５
、０
０
０
円（
会
員

４
、０
０
０
円
）

▽
申
込
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
希
望
ク
ラ
ス
を
記

入
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日（
金
）

１６

【
日
高
支
部
】日
高
総
合
支
所
総

務
課
内（
〒
６
６
９
‐
５
３
９
１

日
高
町
祢
布
９
２
０
）

�　

－

１
１
１
１　
　

－

１
１
２
０

４２

ＦＡＸ
４２

特記事項場　所日　　時消防団

　１月１０日（土）午後１時
から１１日（日）午後１時
までは、市営中央駐車
場が使用できません。
迷惑をおかけしますが、
協力をお願いします。

市民体育館９：００～１月１１日
（日）豊岡

　 大  谿 川沿いで行う放
おお たに

水演技による水しぶき
や消防車両の市道停車
など、迷惑をおかけし
ますが、協力をお願い
します。

城崎小学校９：００～
１月６日
（火）城崎

城崎総合支
所１０：００～

竹野中学校
体育館９：００～

１月１１日
（日）

竹野

出石中学校
体育館９：３０～出石

　１月４日（日）午前７時
から正午まで、但東総合
支所前駐車場は、駐車お
よび通行ができません。
迷惑をおかけしますが、
協力をお願いします。

但東市民セ
ンター９：３０～１月４日

（日）但東

※日高消防団は、４月に実施予定

講座名場所時間期間クラス

中国語初級

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

１８：３０　
～１９：３０

１月２６日　
～２月２３日
（５回）

月曜日
クラス

英会話初級

中国語中級

１９：４０　
～２０：４０

英会話中級

英会話
フリートーク

英会話初級１３：３０　
～１４：３０

１月３０日　
～２月２７日
（５回）

金曜日
クラス
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市
で
は
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
ア

ネ
シ
ス
」
に
委
託
し
、
講
座
を
開

設
し
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
理

解
を
身
に
つ
け
た
方
の
こ
と
で
す
。

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月　

日（
土
）午
後
１

３１

時　

分
〜
３
時

３０

▽
場
所　

市
民
会
館　

４
階　

大

会
議
室

▽
対
象　

市
内
在
住
で
認
知
症
に

関
心
の
あ
る
方

▽
内
容　

・
第
１
部　

歌
と
手
あ
そ
び

・
第
２
部　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
（
認
知
症
の
早
期
発
見
・

予
防
等
）

▽
講
師

・
第
１
部　

ピ
ア
ノ
講
師　

大
谷

妃
早
子
さ
ん

・
第
２
部　

大
植
病
院
臨
床
心
理

士　

中
山
隆
人
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

▽
申
込
期
限　

１
月　

日（
火
）

２０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　

ム
「
ア
ネ
シ
ス
」
�　

－

０
６
８
５

２３

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▽
対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
３

歳
〜
５
歳
の
幼
児
（
平
成　

年
２１

４
月
１
日
現
在
）

・
聴
覚
障
害
ま
た
は
聴
覚
障
害
に

そ
の
他
の
障
害
を
併
せ
有
す
る

幼
児
で
、
補
聴
器
装
用
、
聴
覚

活
用
、
言
語
な
ど
の
指
導
を
必

要
と
す
る
幼
児

・
そ
の
他
の
言
語
指
導
を
必
要
と

▽
対
象　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

１８

　

平
成　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

１９

た
幼
児

▽
人
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
申
込
期
間　

１
月　

日（
月
）〜

２６

　
　

日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

２８
▽
そ
の
他　

申
込
書
類
は
園
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

近
畿
大
学
豊
岡
短
期

大
学
附
属
幼
稚
園
（
戸
牧
）

　

�　

－

６
３
６
０
、　
　

－

６
３
５
９

２２

ＦＡＸ
２２

す
る
幼
児

▽
人
員　

若
干
名

▽
申
込
期
間　

１
月　

日（
月
）〜

１９

　

日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５

３０時　

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
入
学
選
考
会

○
日
時
・
場
所　

２
月
６
日（
金
）

午
後
１
時　

分
〜
・
豊
岡
聴
覚

３０

特
別
支
援
学
校
幼
児
部

○
内
容　

健
康
観
察
、
簡
単
な
諸

検
査

○
持
ち
物　

母
子
手
帳
、
療
育
手

帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
上
靴

な
ど

▽
入
学
決
定　

２
月
中
旬
に
通
知

▽
そ
の
他　

出
願
前
に
同
校
教
育

相
談
係
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
聴
覚
特
別
支
援

学
校
教
育
相
談
係
（
三
坂
町
）

　

�　

－

２
１
１
４
、　
　

－

５
２
１
６

２２

ＦＡＸ
２４

◆
い
な
み
野
学
園
（
加
古
川
市
）

▽
募
集
科
目
・
定
員

○
大
学
講
座（
４
年
制
）　

園
芸
、

健
康
福
祉
、文
化
、陶
芸　

計
４

４
０
人

○
地
域
活
動
指
導
者
養
成
講
座

　
（
２
年
制
）　

１
０
０
人

○
大
学
院（
２
年
制
）　

１
０
０
人

募

集

募

集

　

自
然
の
中
で
の
体
験
活
動
と
寮

で
の
共
同
生
活
を
通
し
て
、
青
少

年
の
進
路
を
支
援
す
る
学
校
で
す
。

▽
対
象　
　

〜　

歳
（
平
成　

年

１５

２０

２１

４
月
１
日
現
在
）

▽
定
員　
　

人
２０

▽
修
業
期
間　

１
年
間（
全
寮
制
）

▽
授
業
料　

無
料（
諸
経
費
は
入

学
時
と
月
々
必
要
）

▽
受
講
料　

入
学
金
６
千
円
、
年

額
６
万
円

◆
阪
神
シ
ニ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
（
宝

塚
・
西
宮
・
尼
崎
）

▽
募
集
科
目
・
定
員　

○
大
学
講
座（
４
年
制
）園
芸
、
健

康
福
祉
、
国
際
理
解　

計
１
５

０
人

▽
受
講
料　

入
学
金
６
千
円
、
年

額
６
万
円

◆
放
送
大
学（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
有
）

▽
定
員　

５
０
０
人

▽
受
講
料　

年
６
千
円

▽
そ
の
他　

申
込
期
限
は
そ
れ
ぞ

れ
違
い
ま
す
。
生
涯
学
習
課
に

募
集
案
内
チ
ラ
シ
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
・

　

社
会
教
育
係
�　

－

０
３
４
１

２３

平
成　

年
度
県
立
豊
岡
聴
覚

２１

特
別
支
援
学
校
幼
児
部
募
集

兵
庫
県
生
き
が
い
創
造
協
会

　
　
　
　
　
　
　

学
生
募
集

平
成　

年
度
県
立
山
の
学
校

２１

生
徒
募
集

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
附
属

幼
稚
園
子
育
て
支
援
教
室

（
２
歳
児
ク
ラ
ス
）募
集

共
通
事
項
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▽
申
込
期
間　

２
月
６
日（
金
）〜

　

日（
金
）

２０
▽
選
考
日　

２
月　

日（
金
）

２７

▽
そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

県
立
山
の
学
校

　

�
０
７
９
０－

　

－
８
０
８
８

６２

▽
対
象　

身
体
障
害
者

▽
募
集
科
目
・
定
員　

○
１
年
制　

・
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科　
　

人
１４

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科　
　

人
１３

・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科　
　

人
１２

・
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科　

７
人

○
６
カ
月
制

・
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科　
　
１２

人
▽
授
業
料　

無
料
（
教
科
書
代
な

ど
は
、
自
己
負
担
）

▽
申
込
期
限　

１
月　

日（
木
）

２２

▽
選
考
日　

２
月
４
日（
水
）

▽
そ
の
他　

寮
が
あ
り
ま
す
。
申

込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

国
立
県
営
兵
庫
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校

　

�
０
７
２－

７
８
２－

３
２
１
０

▽
試
験
日　

２
月
８
日（
日
）

▽
場
所　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

▽
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種
全

類
・
丙
種

▽
受
験
願
書
配
付
場
所　

消
防
本

部
予
防
課
、
各
分
署
、
出
張
所

お
よ
び
駐
在
所

▽
申
込
方
法　

簡
易
書
留
ま
た
は

配
達
記
録
郵
便
な
ど
送
達
確
認

が
可
能
な
方
法
で
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

１
月
５
日（
月
）〜

　

日（
水
）

１４
▽
申
込
先　
（
財
）消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
兵
庫
県
支
部
（
〒
６

５
０
‐
０
０
１
１　

神
戸
市
中

央
区
下
山
手
通
５
‐　

‐
７

１２

　

協
和
ビ
ル
５
階
）

　

�
０
７
８－

３
６
１－

６
６
１
０

◆
養
成
講
習
会
（
乙
種
４
類
）

▽
日
時　

１
月　

日（
金
）午
前　

１６

１０

時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

４
階　

大

会
議
室

▽
受
講
料　

６
、５
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
４
、
０
０
０

　

豊
岡
駅
通
商
店

街
空
き
店
舗
に
平

成　

年　

月　

日

２１

１２

３１

ま
で
に
出
店
す
る

事
業
者
の
家
賃
を

２
年
間
補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
対
象　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
事
業
者

・
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
で
、
自
ら
出
店
す
る
方

・
２
年
以
上
出
店
す
る
方　

・
空
き
店
舗
所
有
者
の
親
族
ま
た

は
同
一
生
計
者
で
な
い
方

・
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
補
助
金
額

・
１
年
目
…
月
５
万
円（
家
賃
５

万
円
未
満
は
全
額
）

・
２
年
目
…
月
１
万
円
（
家
賃
５

万
円
未
満
は
、
家
賃
の　

％
）

２０

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書
類

を
商
工
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

平
成　

年　

月　

２１

１２

２８

円
必
要

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
危

　

険
物
係
�　

－

８
０
３
６

２４

日（
月
）

▽
そ
の
他　

豊
岡
駅
通
商
店
街
振

興
組
合
・
豊
岡
商
工
会
議
所
の

支
援
も
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

商
工
課
商
工
振
興
係

　

�　
－

４
４
８
０

２３

　

但
馬
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
や
産
業
活
性
化
の
活
動
に
取

り
組
む
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
助
成
対
象　

平
成　

年
４
月
か

２１

ら
平
成　

年
３
月
末
ま
で
に
、

２２

但
馬
地
域
で
実
施
す
る
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
次
の
事
業

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
事
業　

（
文
化
芸
術
の
振
興
、ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
、
社
会
福
祉
の
向
上
、

自
然
環
境
保
護
な
ど
）

・
産
業
活
性
化
の
活
動
（
産
業
技

術
の
研
究
開
発
、
商
業
・
観
光

業
の
振
興
、異
業
種
交
流
な
ど
）

▽
助
成
限
度
額　

１
０
０
万
円

▽
申
込
方
法　

申
請
書
類
に
記
入

の
上
、
但
馬
信
用
金
庫
本
店
ま

た
は
各
支
店
に
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
土
）

２８

▽
問
合
せ　
（
財
）た
ん
し
ん
地
域

振
興
基
金
�　

－

１
２
０
０

２３

試

験

試

験

平
成　

年
度
国
立
県
営
兵
庫

２１

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
４
月
入
校
）訓
練
生
募
集

平
成　

年
度

２０

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

制

度

制

度

空
き
店
舗
出
店
者
支
援
事
業

平
成　

年
度
た
ん
し
ん
地
域

２１
振
興
基
金
助
成
事
業

共
通
事
項
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税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ
て

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と
お

り
公
売
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
競
り
売
り

▽
参
加
申
込
期
間　

１
月
８
日

（
木
）午
後
１
時
〜　

日（
月
）午

１９

後
５
時

▽
競
り
売
り
期
間　

１
月　

日
２３

（
金
）午
後
１
時
〜　

日（
月
）午

２６

後
２
時

▽
代
金
納
付
期
限　

２
月
２
日

（
月
）午
後
３
時

▽
公
売
物
件　

絵
画
な
ど　

点
３０

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、　

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

２０

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要
で

す
。

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

（
１
月
８
日
公
開
予
定
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

　

売
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

　

い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm
・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス

テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

※
今
回
の
公
売
に
関
す
る
情
報
を

掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
希

望
の
方
は
、
公
売
担
当
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
下
見
会
を
開
催
し
ま
す
。

落
札
し
た
物
件
は
返
品
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
よ

く
見
て
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
申

込
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

１
月　

日（
土
）午
前　

１７

１０

時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１
階

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係
（
公

　

売
担
当
）
�　

－

１
１
１
８

２３

そ
の
他

そ
の
他

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

平
成　

年
度
の
社
会
体
育
施
設

２１

の
使
用
希
望
調
査
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日

２２

３１

▽
対
象
施
設

・
総
合
体
育
館
（
ア

リ
ー
ナ
、
会
議
室
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

・
市
民
体
育
館

・
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
、陸

上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

・
円
山
川
運
動
公
園

・
神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公
園

・
植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園

（
野
球
場
）

・
出
石
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
野

球
場
）

▽
申
込
方
法　

各
施
設
、
教
育
委

員
会
、
お
よ
び
各
教
育
委
員
会

分
室
に
あ
る
所
定
用
紙
に
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日（
月
）

１９

▽
そ
の
他

・
使
用
希
望
調
査
の
対
象
は
、
原

則
、土
、日
曜
日
、お
よ
び
祝
日

に
行
う
大
会
、
行
事
な
ど
で
す
。

・
使
用
希
望
が
重
複
す
る
場
合
は
、

　

地
元
医
師
会
と
豊

岡
病
院
の
地
域
連
携

に
基
づ
く
小
児
救
急

診
療
の
１
月
の
日
程
お
よ
び
担
当

医
師
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

各
代
表
者
に
よ
る
会
議（
２
月

予
定
）で
調
整
し
ま
す
。使
用
優

先
順
は
、
市
の
行
事
、
そ
の
他

一
般
行
事
、
営
利
宣
伝
行
事
の

順
番
で
す
。

・
施
設
に
よ
り
、
使
用
で
き
な
い

期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込

み
時
に
要
項
を
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
�　

－

９
０
２
３
ま
た

２１

は
各
施
設

担当医師（住所）月　日

赤松　亮
（九日市下町）

１１日

１

月

國屋正史
（養父市八鹿町）

１８日

中沢　洋
（出石町本町）

２５日

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

平
成　

年
度

２１

　
　

社
会
体
育
施
設

　
   
使
用
希
望
受
付

絵画

柳行李
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日
高
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理

事
業
の
変
更（
案
）の
縦
覧
を
、
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
縦
覧
内
容　

日
高
都
市
計
画
土

地
区
画
整
理
事
業
の
変
更（
案
）

〔
稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業

の
変
更（
案
）〕

▽
縦
覧
期
間　

１
月
６
日（
火
）〜

　

日（
月
）午
前
８
時　

分
〜
午

１９

３０

後
５
時　

分
３０

※
土
、
日
曜
日
、
お
よ
び
祝
日
を

除
く

▽
縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

日
高
総

　

合
支
所
地
域
整
備
課
稲
葉
川
区
画

　

整
理
推
進
室
�　

－

９
０
５
６

２１

　

平
成　

年
７
月
か
ら
常
勤
医
師

１７

と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
西
岡
文

彦
さ
ん
が　

月
末
で
退
職
さ
れ
ま

１２

す
の
で
、
平
成　

年
１
月
か
ら
、

２１

後
任
医
師
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、

元
神
鍋
診
療
所
医
師
の
高
雄 
延  
之 

の
ぶ 
ゆ
き

さ
ん
に
診
療
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
健
康

福
祉
課
�　

－

９
０
５
５

２１

　

宝
く
じ
の
助
成
金
で
、
菅
谷
地

区
公
民
館
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
具
や
屋
外
放
送

設
備
な
ど
も
宝
く
じ
助
成
金
で
購

入
し
ま
し
た
。
菅
谷
地
区
公
民
館

で
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
参
加
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
交
流
事
業
な
ど
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
中
央
公

民
館
�　

－

９
０
５
１

２１

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▽
日
時　

３
月
３
日（
火
）

・
市
長
選
挙　

午
前　

時
〜　

１０

・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙　

午
後

１
時　

分
〜

３０

◆
立
候
補
届
出
書
類
予
備
審
査

▽
日
時　

４
月
８
日（
水
）

・
市
長
選
挙　

午
前　

時
〜
正
午

１０

・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙　

午
後

　

１
時　

分
〜
５
時　

３０

▽
場
所　

市
役
所
東
庁
舎
別
館

　

３
階　

講
堂

▽
そ
の
他　

参
加
は
、
１
陣
営
２

　

人
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
選
挙
管
理
委

　

員
会
�　

－

５
４
５
４

２３

　

物
の
製
造
業

務
に
係
る
労
働

者
派
遣
に
つ
い

て
は
、
平
成　
１６

年
３
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お酒と肝臓年末年始
（１２/２５～１/５）

６０歳を過ぎてからの女性器出血月

歯医者を怖がる子どものために火
涙や唾液が出ない病気
　―シェーグレン症候群―水

いびきは病気？
　睡眠時無呼吸症候群との関係木

禁煙のススメ金～日
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1月の予定
図書館本館1月のカレンダー

土金木水火月日

321
10987654
17161514131211
24232221201918
31302928272625

■■　は休館日です。　

＊図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ　http://www３.city.toyooka.lg.jp/

toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
（京町５‐２８）　

絵本からのおくりもの
１０日（土）・２４日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

２５日（日）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリングなど内　容

おはなし会

いっしょにおはなし会
８日・１５日・２２日・２９日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳くらいの幼児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしのゆりかご
８日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

土曜としょかん
１０日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・門松の置物（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
９日（金）申込期限

おはなしのこべや
１０日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙あそび内　容

１６日（金）午前１１時～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

土曜おはなしのへや
２４日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

第3回 図書館新春かるた大会＆
大正琴の演奏

１０日（土）午後１時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
大正琴の演奏
第１部：児童（いろはかるた）
第２部：一般（百人一首）※小学生も参加可

内　容

８日（木）申込期限

おはなし会
２４日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしのへや（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

第１０回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

１８日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

２４日（土）午前１０時３０分～日　時
但東分館　キッズコーナー場　所
絵本の読み聞かせと工作内　容

おはなしのもり

１０日（土）午前１１時～１０日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
（日高農村環境改善センター２階）　

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�２１‐９０７２
（城崎総合支所２階）　

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�２１‐９０７８
（竹野総合支所３階）　

７日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２４日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ、折り紙あそび　ほか内　容

おはなし会

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
（出石農村環境改善センター内）　

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
（但東市民センター１階）　



33 広報とよおか　2008.12.25

1月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 火曜日休館 

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
５日（月）・２２日（木）午前１１時～ほっとたいむ

日　時
２６日（月）午前１０時３０分～おやこふれあいたいむ

子育て総合センター　ふれあい広場場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふ
れあいたいむでは紙芝居やお手玉で遊びます。内　容

午前中は身長や体重の計測もします。その他

なかよし広場
１５日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

パパと遊ぼうデー
１７日（土）午前１０時３０分～１１時１５分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
就学前の乳幼児とお父さん
※お母さんやきょうだいの参加も可対　象

バルーンで遊ぼう　親子遊び　ほか内　容

２０日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス♪♪

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 
（竹野児童館内） 土（午後）・日・月曜日休館 

１３日（火）午前１０時～正午日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
お雑煮を食べながら、新年の抱負を語りましょう内　容
親子で食べるもち、お茶持ち物

鏡開き

２７日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
１００円（材料費）参加費
６日（火）～１７日（土）申込期間

軽量粘土教室

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
（城崎健康福祉センター２階） 土・日・月曜日休館 

遊ぼう会
１４日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
折り紙あそび内　容

父親クッキング
１７日（土）午前１０時～午後０時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
お父さんの手料理内　容
エプロン、手拭きタオル、三角巾持ち物
３００円　※家族での参加は５００円参加費
５日（月）～１４日（水）申込期間

食と健康・薬について考えよう
２８日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
薬剤師による講話と質疑応答内　容

もちつき大会
１７日（土）午前１０時～正午日　時
合橋地区公民館場　所
就学前の乳幼児と保護者　※きょうだいの参加も可対　象
きねと臼でぺったんこ！あんもち・よもぎもち内　容

おやこっこ運動遊び
２３日（金）午後１時３０分～２時４５分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
２歳以上の幼児と保護者　２５組　※先着順対　象
こども育成課　仲義　健講　師
７日（水）～２１日（水）申込期間

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
（日高文化体育館　小ホール） 土・日・火曜日休館 

子育てミニ講話
２３日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
日高文化体育館　小ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
生活習慣と睡眠の話　～生活リズムを整えよう～内　容

手遊び・ダンスの会
１９日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
日高文化体育館　小ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
（出石ふれあいセンター） 土・日・水（午後）曜日休館 

伝承遊び（児童館合同事業）
１７日（土）午前１０時～午後１時日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者、きょうだい　１５組（先着）対　象
羽子板、こま回し、お手玉、福笑いほか
※お雑煮もあります。内　容

１人５０円参加費
おもち２個、お椀、はし、お茶持ち物
５日（月）～１４日（水）申込期間

「食」について考えよう
２８日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
栄養士による講話「今　子どもたちを取り巻く
食生活について」内　容

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
（但東中央体育館） 土（午後）・日・月曜日休館 

お正月あそび
７日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
こま回し、福笑いほか内　容

子育て座談会
１３日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
合橋地区公民館場　所
就学前の乳幼児と保護者　※託児あり対　象

臨床心理士　 賚 　 純雄 さん
たもう じゅんゆう

講　師
７日（水）申込期限
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３‐２１３１　（月・火曜日休館）

　デビュー２０周年を迎え、２１世紀に残したい名曲「会

いたい」など、大人の音楽で綴る思い出いっぱいのコン

サートをお楽しみください。

　２月２１日（土）
　開演１６：３０（開場１６：００）

◇入場料　全席指定

　　　　　Ａ席４，２００円

　　　　　Ｂ席３，７００円

　　　　　桟敷席（ペア）

　　　　　６，８００円（当日券

　　　　　は各５００円増）

◇チケット発売中

　（各プレイガイドでも購入できます）

■沢田知可子コンサート２００９

■～豊岡市民プラザほのぼの企画～
　　　　　　　新春ファミリー音楽祭
　豊岡市ホールスタッフクラブとの共催企画として、
家族で参加する楽しい音楽祭を開催します。

　１月１８日（日）
　開演１４：００（開場 13:30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　公募の家族
◇入場料　無料
◇託　児　託児（1歳半～就
　　　　　学未満）を希望の方は、１月８日（木）までに
　　　　　申し込みください。

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）
�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）

〒６６８‐００３１　大手町４‐５
メールアドレス plaza@city.toyooka.lg.jp

■プラザ　シネマ・シネマ
　懐かしの名作を、迫力あるスクリーンでお楽しみ
ください。

　２月８日（日）・１１日（水）
　上映１４：００、１９：００（１日２作品）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　８日（日）１４：００「エノケンの頑張り戦術」
　　　　　　　　　　　　（出演：榎本健一）
　　　　　　　　　１９：００「ジャンケン娘」
　　　　　　　　　　　　（出演：美空ひばり、江利
　　　　　　　　　　　　　チエミ、雪村いづみ）
　　　　　１１日（水）１４：００「大学の若大将」
　　　　　　　　　　　　（主演：加山雄三）
　　　　　　　　　１９：００「君も出世ができる」
　　　　　　　　　　　　（出演：フランキー堺、
　　　　　　　　　　　　　高島忠夫ほか）
◇入場料　５００円（全日共通、１回限り有効）
　　　　　全プログラム通しチケット１，５００円
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、
　　　　　１月２８日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■第７回プラザ寄席「ふれ愛亭」

　１月１０日（土）
　開演１９：００（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語会、
　　　　　たんたん落語笑
　　　　　年団
◇入場料　全席自由

一般　5００円
高校生以下・
65 歳以上 300 円

◇チケット発売中

■但東市民センター
　　舞台技術養成 (入門 )講座の募集

　創造的な地域文化の拠点と
なるホールのスタッフ養成を目的
として、舞台・照明・音響などの
舞台技術の養成講座を開設し
ます。今回は、主に但東市民セ
ンターの機材を中心にした技術
の習得を行います。
◇場　　所　１月２９日（木）～２月１９日（木）
　　　　　　午後７時～９時
　　　　　　〔４回開催（開講式、基本講座、実習講座、

閉講式）〕
◇場　　所　但東市民センターほか
◇対　　象　高校生以上（高校生は保護者の同意が

必要）
◇内　　容　舞台・照明・音響などの基礎知識に関す

る講義と実技
◇定　　員　１０人程度
◇申込方法　所定の申込用紙かハガキに住所、氏名、

年齢、性別、電話番号、動機を記入の上、
持参、郵送、またはファックスで申し込
みください。

◇申込期限　１月２１日（水）
◇申込み・問合せ
　　　　　　豊岡市民プラザまたは教育委員会但東

分室�２１－９０36　ＦＡＸ５４－１０２５

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館、
図書館本館、城崎・竹野・日高地区公民館、ひぼ
こホール、但東市民センターでも購入できます。

シネマ 

▲春歌亭丹馬
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月の主な行事 平成２１年 1
January

平成２０年１２月１日現在（前月比） 

（住民基本台帳＋外国人登録総数） 
豊岡市の人口 

合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,218 

43,168 

47,050 

31,955

（－41人） 

（－24人） 

（－17人） 

  （＋5世帯） 

インターネット公売の下見会
（１０：００～市役所本庁１階）

大切な住まいと暮らしを考える職人による市民
のための住まい塾（１０：００～豊岡商工会議所）
パパとあそぼうデー

（１０：３０～子育て総合センター）
司法書士による登記・相続・多重債務・消費
者問題・成年後見等無料法律相談会

（１３：００～市民会館）

（土）１７

新春ファミリー音楽祭（１４：００～豊岡市民プラザ）（日）１８
手遊び・ダンスの会

（１０：３０～日高文化体育館小ホール）
（月）１９

わいわいコーラス（１０：００～竹野子育てセンター）
手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）

（火）２０

（水）２１
絵本の読み聞かせ

（１０：３０～城崎子育てセンター）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）

（木）２２

子育てミニ講話
（１０：３０～日高文化体育館小ホール）

移動経営無料相談
（１３：３０～八条地区公民館　九日市下町）

（金）２３

生きものと人　共生の里を考えるシンポジウム
ｉｎ豊岡（１３：００～豊岡市民プラザ）

（土）２４

カニ雑炊・たる酒サービス
（１０：００～ＪＲ城崎温泉駅前）

第９回神鍋高原歩くスキー遠足
（９：００～神鍋高原）

とよおか人権サロン④右近義徳バリトンリサ
イタル（１３：３０～豊岡市民プラザ）

（日）２５

おやこふれあいたいむ
（１０：３０～子育て総合センター）

絵本の読み聞かせ
（１０：３０～日高文化体育館小ホール）

（月）２６

（火）２７
食と健康・薬について考えよう

（１０：３０～城崎子育てセンター）
（水）２８

第４回古着ゆかたのリフォーム展
（９：００～城崎文芸館、～２月２３日）

確定申告説明会（１４：００～豊岡市民プラザ）

（木）２９

（金）３０
認知症サポーター養成講座（１３：３０～市民会館）
まちぐるみ学校支援シンポジウム

（１４：００～豊岡市民プラザ）

（土）３１

元旦
バルビゾン派展
（９：００～県立円山川公苑美術館、～１２日）

（木）１

（金）２
コウノトリ文化館新春特別開館

（９：００～コウノトリ文化館　祥雲寺、４日）
（土）３

但東消防団出初式
（９：３０～但東市民センター）

（日）４

豊岡市賀詞交換会（１１：００～、豊岡市民プラザ）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）

（月）５

城崎消防団出初式
（９：００～城崎小学校、１０：００～城崎総合支所）

（火）６

第２９回兵庫神鍋高原マラソン全国大会写真
コンテスト入賞作品巡回写真展

（９：００～豊岡市民プラザ、～２９日）

（水）７

（木）８
（金）９

宵田十日えびす
（６：００～日枝神社　日高町宵田）

県立但馬ドームテニスクリニック一般の部
（１４：００～県立但馬ドーム）

第７回プラザ寄席「ふれ愛亭」
（１９：００～豊岡市民プラザ）

（土）１０

豊岡消防団出初式（９：００～市民体育館）
竹野消防団出初式

（９：００～竹野中学校体育館）
出石消防団出初式

（９：３０～出石中学校体育館）
県立但馬ドームテニスクリニック
高校生以下の部（１０：００～県立但馬ドーム）

朗読ボランティア養成講座（初級）
（１３：００～図書館本館）

平成２０年度　豊岡市成人式
（１３：３０～市民会館）

（日）１１

成人の日
田ノ口賽の神まつり～大わらじ・大ぞうり奉納～

（８：００～日高町田ノ口）
新春かるた大会（９：３０～城崎地区公民館）

（月）１２

鏡開き（１０：００～竹野子育てセンター）（火）１３
遊ぼう会（１０：３０～城崎子育てセンター）（水）１４
なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）（木）１５

（金）１６
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広大なモンゴルの歴史と文化を体感 

日本・モンゴル民族博物館 日本・モンゴル民族博物館 日本・モンゴル民族博物館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り １２ 

■所 在 地　豊岡市但東町中山７１１　�５６－１０００　ＦＡＸ５６－１０２２ 
■開館時間　９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで） 
■休 館 日　毎週水曜日（祝日・休日の場合は翌日）、年末年始（１２月２８日～１月４日） 
■入 館 料　大人５００円、高校・大学生３００円、小中学生２００円 
■ホームページアドレス 
　　　　　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/monpaku/index.html

子午線公園 資母小学校 資母小学校 

たんたん温泉福寿の湯 

資母体育館 

赤花そばの郷 

日本・モンゴル民族博物館 

482
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至与謝野町 
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2

子午線塔 

▲当館職員の二位明子が
　ご案内します。

Trademark of American Soybean Association

　当館のマスコット・草原の動物プ
レーリードッグを飼育しています。屋外
ではヤギの親子を飼っています。

▲草原の生き物

「広報とよおか」は、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

　日本・モンゴル民族博物館は、自然と共に生きる遊牧民、モンゴル民族の文化・
歴史を紹介した博物館で、平成８年１１月３日に開館しました。
　建物は３棟からなり、シルクロードと名付けた回廊で結んでいます。モンゴルに
ついての歴史はもちろん、移動式住居のゲルの再現を中心に色鮮やかな民族衣装、
華やかな装飾品や 馬  頭  琴 などを展示し、遊牧を営む人々の暮らしを紹介しています。

ば とう きん

　「楽しみながら学べる体験型博物館」として、誰でも諸外国の文化に親しみなが
ら、楽しく学べる博物館を目指しています。
　モンゴル民族衣装「デール」の試着もできますので、皆さん、ぜひ、お越しいた
だき、モンゴルを体感してください。

　東アジアで発掘された資料を中心
に、近代までのモンゴルの歴史を紹
介しています。

▲アジアの歴史と風土

　モンゴルをはじめとする世界の民
族や郷土の文化財など、年間を通し
さまざまなテーマで展示しています。

▲企画展示室

　移動式住居 ｢ゲル ｣の再現を中心
に、自然と共に生き、遊牧を営むモ
ンゴルの人々を紹介しています。

▲モンゴル草原の暮らしと文化

　“山里の暮らしと文化”をテーマに
豊岡の歴史・住まい・暮らし・民話
などを展示したスペースです。

▲伝承文化体験交流館

　モンゴル民族の多くが信仰している
チベット仏教の寺院を再現し、きらびや
かな仏像や仏具などを展示しています。

▲モンゴル草原のいのり


